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論
　
　

説

田
口
卯
吉
の
「
私
利
心
」

―

最
初
の
著
作
『
自
由
交
易
日
本
経
済
論
』
と
『
日
本
開
化
小
史
』
を
中
心
に―

川
　

﨑
　
　
　

勝

は
じ
め
に

　

田
口
卯
吉
（
一
八
五
五―

一
九
〇
五
）
は
、
人
為
現
象
を
説
明
す
る
の
を
経

済
学
の
課
題
と
し
、
財
貨
の
進
展
が
歴
史
の
推
進
力
で
あ
る
と
捉
え
た
。
そ
の

際
、
前
提
と
し
て
環
境
条
件
と
も
い
う
べ
き
「
養
成
の
地
」
を
根
拠
と
し
、
人

の
天
性
と
し
て
の
「
保
生
避
死
」
を
析
出
す
る
。
そ
し
て
、
人
の
営
み
は
、「
独

立
独
行
」
の
「
経
済
の
自
由
民
」
と
し
て
、「
私
利
心
」
に
根
ざ
し
て
い
る
こ

と
を
明
ら
か
に
す
る
。
本
稿
の
課
題
は
、
田
口
卯
吉
の
初
期
の
代
表
的
著
作
で

あ
る
『
自
由
交
易
日
本
経
済
論
』
と
『
日
本
開
化
小
史
』
を
中
心
に
、
共
存
同

衆
で
の
演
説
「
唯
有
我
」
を
加
え
て
、
こ
の
田
口
の
概
念
と
の
関
係
か
ら
、
彼

の
社
会
倫
理―

「
倫
理
の
情
」
と
「
私
利
心
」
を
抽
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

田
口
の
思
想
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
か
を
、
そ
の
論
考
の
み
か
ら
考
察
す

る
こ
と
に
あ
る
。

生
い
立
ち

　

田
口
卯
吉

）
1
（

は
、
一
八
五
五
年
（
安
政
二
）
四
月
二
十
九
日
、
幕
臣
田
口
樫
郎
・

町
子
の
子
と
し
て
、
江
戸
目
白
台
徒
士
屋
敷
に
生
ま
れ
た
。
卯
年
卯
月
生
ま
れ

か
ら
、
曾
祖
父
の
儒
者
佐
藤
一
斎
が
卯
吉
と
名
付
け
た
と
い
う
。
す
で
に
町
子

と
先
夫
耕
三
（
一
八
五
〇
年
（
嘉
永
三
）
歿
）
と
の
間
に
三
男
一
女
が
あ
っ
た
が
、

兄
た
ち
は
夭
逝
し
、
一
八
六
〇
年
（
万
延
元
）、
卯
吉
は
、
六
歳
で
田
口
家
を

継
い
だ
。
一
八
六
六
年
（
慶
応
二
）
四
月
十
五
日
、
一
二
歳
で
元
服
、
佐
藤
新

九
郎
立
軒
（
祖
父
慎
左
衛
門
の
弟
、
佐
藤
一
斎
の
嗣
子
）
に
名
を
鉉
、
字
を
子

玉
、
号
を
鼎
軒
と
授
け
ら
れ
、
昌
平
坂
学
問
所
で
素
読
吟
味
を
受
け
、
徒
士
見

習
と
な
っ
た
。
男
子
が
い
ず
れ
も
夭
逝
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
卯
吉
に
対
し
て

の
教
育
は
放
擲
さ
れ
て
い
た
が
、「
余
は
十
二
歳
の
時
に
四
書
五
経
を
読
了
り

御
吟
味
と
て
聖
堂
に
て
試
験
を
受
け
、
其
年
よ
り
御
徒
見
習
勤
め
と
て
西
丸
御

本
丸
に
出
勤
し
、
又
た
銃
隊
に
入
り
て
ゲ
ベ
ル
銃
の
習
業
を
為
」
し
た
（〔
自

叙
伝

）
2
（

〕
⑧
84
）。
数
ヶ
月
で
漢
学
の
基
礎
試
験
に
合
格
し
た
こ
と
に
は
、
儒
者

の
血
を
引
く
読
書
を
好
ん
だ
母
の
影
響
を
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
少
年
期
の
卯

吉
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
は
、
八
歳
上
の
姉
の
鐙
子
と
そ
の
夫
木
村
熊

二
）
3
（

で
あ
っ
た
。
熊
二
は
、
但
馬
国
出
石
藩
の
儒
臣
桜
井
一
太
郎
の
二
男
で
湯
島

聖
堂
都
講
の
御
家
人
木
村
近
之
助
の
養
子
と
な
り
、
佐
藤
一
斎
、
中
村
敬
宇
、
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河
田
迪
斎
、
安
積
艮
斎
ら
に
学
び
、
将
軍
徳
川
家
茂
の
長
州
征
討
の
供
を
命
じ

ら
れ
、
徒
目
付
、
小
十
人
格
銃
隊
指
図
役
勤
方
に
就
い
た
。
木
村
の
隣
家
に
は
、

の
ち
に
卯
吉
の
英
語
の
先
生
に
な
る
開
成
所
教
授
乙
骨
太
郎
乙
が
居
住
し
て
い

た
。

　

一
八
六
七
年
（
慶
応
三
）
年
十
二
月
、
二
六
四
年
続
い
た
江
戸
幕
府
は
、
瓦

解
し
た
。
翌
年
五
月
、
江
戸
開
城
に
反
対
し
て
彰
義
隊
が
上
野
の
山
に
立
て
こ

も
る
と
、
熊
二
、
乙
骨
ら
も
同
調
、
卯
吉
も
「
幾
ら
か
助
け
を
し
た
い
」
と
申

し
出
た
が
、
相
手
に
さ
れ
な
か
っ
た
。
子
ど
も
な
が
ら
に
徳
川
慶
喜
の
恭
順
謹

慎
に
は
不
満
で
あ
っ
た
と
い
う
（「
徳
川
公
授
爵
祝
賀
会
に
於
て
」
⑧
262
）。
上

野
戦
争
で
敗
退
す
る
と
、
熊
二
は
横
浜
に
逃
れ
た
。
徳
川
家
は
、
田
安
家
の
徳

川
家
達
が
七
〇
万
石
を
与
え
ら
れ
て
、
駿
河
の
府
中
に
移
住
し
た
。

　

田
口
家
は
、
静
岡
に
行
か
ず
、
横
浜
で
外
人
に
卵
を
売
り
込
む
な
ど
の
小
さ

な
商
い
で
生
計
を
立
て
、
卯
吉
は
、「
是
よ
り
余
は
或
ひ
は
食
客
と
な
り
て
、

主
人
の
為
め
に
夜
店
を
張
り
し
こ
と
も
あ
り
、
或
ひ
は
ボ
ー
イ
と
な
り
て
、
外

人
に
怒
使
せ
ら
れ
し
事
も
あ
」（〔
自
叙
伝
〕
⑧
84
）
る
中
で
、
ど
う
に
か
ア
メ

リ
カ
長
老
派
教
会
宣
教
師
タ
ム
ソ
ン
か
ら
英
語
を
習
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

官
軍
の
探
索
を
逃
れ
て
静
岡
に
入
っ
た
熊
二
は
、
卯
吉
を
静
岡
藩
に
復
仕
さ

せ
た
。
卯
吉
は
、
一
八
六
九
年
（
明
治
二
）
五
月
九
日
、
生
育
方
頭
取
支
配

御
雇
に
任
じ
ら
れ
、
前
後
し
て
沼
津
兵
学
校

）
4
（

附
属
小
学
校
に
通
学
、
乙
骨
家
に

寄
宿
し
て
、
乙
骨
に
英
語
、
ま
た
三
等
教
授
中
根
淑
（
香
亭
）
に
つ
い
て
漢
書

を
学
ん
だ
。
十
月
、
沼
津
勤
番
組
頭
支
配
三
等
勤
番
組
に
所
属
し
、
二
人
扶
持

）
5
（

を
う
け
た
。
翌
年
、
試
験
に
及
第
し
、
十
月
、
沼
津
兵
学
校
第
六
期
資
業
生
と

な
っ
た
。
こ
こ
で
、
生
涯
の
友
と
な
る
第
四
期
資
業
生
の
島
田
三
郎
と
出
会
っ

た
。
十
一
月
、
元
高
に
応
じ
五
人
扶
持
を
支
給
さ
れ
、
十
二
月
に
静
岡
病
院
に

医
学
修
行
を
命
じ
ら
れ
た
。
静
岡
病
院
は
、
一
八
六
九
年
二
月
に
創
設
さ
れ
、

治
療
と
同
時
に
医
学
教
育
も
目
的
と
し
て
い
た
。

　

一
八
七
一
年
七
月
、
明
治
政
府
は
、

摩
藩
兵
一
万
を
配
し
て
、
廃
藩
置
県

の
ク
ー
デ
タ
を
断
行
し
た
。
成
立
後
わ
ず
か
三
年
で
静
岡
藩
は
消
滅
、
旧
藩
主

は
上
京
、
勝
海
舟
・
山
岡
鉄
舟
・
西
周
ら
旧
幕
府
の
重
鎮
た
ち
も
政
府
出
仕
を

要
求
さ
れ
た
。
資
業
生
は
次
々
に
東
京
行
き
を
希
望
す
る
よ
う
に
な
り
、
卯
吉

も
、
九
月
に
東
京
で
の
修
業
が
命
じ
ら
れ
た
。

大
蔵
省
出
仕
と
紙
幣
寮
頭
得
能
良
介
と
の
衝
突

　

田
口
は
、
一
八
七
二
年
（
明
治
五
）
初
頭
に
、
島
田
三
郎
と
東
京
で
再
会
。

と
も
に
大
学
の
化
学
専
門
生
に
合
格
し
た
が
、
開
校
は
中
止
と
な
り
、
次
い

で
、
大
学
南
校
に
入
学
し
た
が
、
外
国
人
教
師
の
無
礼
さ
や
教
育
内
容
に
飽
き

足
ら
ず
、
退
学
。
尺
振
八
の
共
立
学
舎
に
入
門
し
て
英
語
を
学
び
な
が
ら
、
再

び
医
学
を
志
し
て
、
独
り
医
学
書
に
向
か
っ
た
。
十
月
二
十
二
日
、
大
蔵
省
翻

訳
局

）
6
（

の
上
等
生
徒
に
合
格
し
、
一
転
し
て
経
済
学
に
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
こ
で
、「
読
む
所
の
書
は
開
化
史
経
済
書
皆
々
変
則
に
し
て
、
外
国
人
と
談

話
を
未
だ
相
成
不
申
候

）
7
（

」
と
い
う
よ
う
に
、「
開
化
史
」
と
「
経
済
学
」
を
学

び
は
じ
め
た
。
尺
が
、
ギ
ゾ
ー
や
ペ
ー
リ
ー
の
書
を
講
義
し
た
と
い
う

）
8
（

。「
開

化
史
」
は
、
お
そ
ら
く
、
ギ
ゾ
ー
の
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
史
』
の
ヘ
ン
リ
ー
（C

・

S

・H
enry

）
に
よ
る
英
訳
本
に
よ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
の
読
書
が
、

大
き
な
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

一
八
七
四
年
五
月
、
大
蔵
省
翻
訳
局
が
廃
止
さ
れ
た
た
め
、
田
口
は
、
修
業
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期
間
の
う
ち
一
年
半
ほ
ど
で
、
大
蔵
省
紙
幣
寮
十
一
等
出
仕
を
命
じ
ら
れ
、
月

給
三
〇
円
で
、
官
吏
と
し
て
の
生
活
に
入
っ
た
。
こ
の
決
断
に
は
大
き
な
葛
藤

が
あ
っ
た
。
や
は
り
明
治
政
府
の
官
吏
に
な
る
に
は
躊
躇
い
が
あ
っ
た

）
9
（

。

　

田
口
は
、
一
八
七
四
年
十
月
に
紙
幣
寮
権
中
属
に
昇
進
、
翌
年
十
二
月
に
紙

幣
寮
中
属
、
一
八
七
七
年
一
月
紙
幣
寮
廃
止
に
伴
い
、
大
蔵
省
御
用
掛
、
判
任

官
心
得
と
な
る
。
一
見
順
調
な
昇
進
の
よ
う
に
み
ら
れ
る
が
、
月
給
は
そ
の
ま

ま
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、「〔
自
叙
伝
〕」
は
い
う
。

余
は
柔
弱
な
れ
ど
も
人
に
屈
下
す
る
能
は
ざ
る
性
質
を
有
す
る
を
以
て
、

紙
幣
寮
に
あ
り
し
時
に
も
、
三
度
ま
で
紙
幣
頭
に
逆
ら
ひ
し
こ
と
あ
り
、

為
に
五
年
間
奉
職
せ
し
か
ど
も
位
一
級
を
も
進
ま
ざ
り
き
、（
⑧
85
）

　

不
換
紙
幣
に
関
す
る
問
題
を
指
摘
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
紙
幣
寮
権
中
属

は
、
省
内
に
あ
っ
て
は
中
級
程
度
に
過
ぎ
ず
、
少
数
の
上
層
部
は

摩
人
が
占

め
て
お
り
、
そ
の
長
の
紙
幣
寮
頭
に
就
任
し
た

摩
出
身
の
得
能
良
介
に
は
、

井
上
・
渋
沢
に
連
な
る
と
み
ら
れ
た
翻
訳
局
の
若
造
の
意
見
な
ど
、
聞
く
耳
を

も
た
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
八
七
五
年
（
明
治
八
）
年
一
月
十
二
日
、
得

能
に
当
て
て
「
辞
職
願
書
」
を
書
い
て
い
る
。
結
局
こ
の
辞
表
は
受
理
さ
れ
な

か
っ
た
が
、
こ
の
不
満
を
『
郵
便
報
知
新
聞
』
や
『
横
浜
毎
日
新
聞
』
へ
の
政

策
提
言
と
し
て
実
行
に
移
し
て
い
っ
た
。
論
壇
へ
の
登
場
で
あ
る
。
政
府
系
の

官
僚
、
御
用
学
者
に
対
す
る
批
判
と
し
て
の
経
済
学
に
関
す
る
論
考
を
発
表
し

は
じ
め
、讒
謗
律
・
新
聞
紙
条
例
に
対
す
る
批
判
を
投
書
し
、
日
本
政
府
を「
暴

政
府
」
と
断
じ
た
。
す
で
に
、
前
年
の
一
八
七
四
年
一
月
に
は
民

議
院
設
立

建
白
書
が
提
出
さ
れ
、
自
由
民
権
運
動
が
高
揚
し
は
じ
め
て
い
た
。『
横
浜
毎

日
新
聞
』
は
、
徐
々
に
自
由
民
権
運
動
の
担
い
手
の
新
聞
と
し
て
歩
み
出
し
て

お
り
、
親
友
島
田
三
郎
も
そ
の
記
者
に
な
っ
て
い
た
。
田
口
の
経
済
思
想
と
歴

史
思
想
の
形
成
は
、
同
時
に
政
治
思
想
の
形
成
と
一
体
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ

の
間
、
新
貿
易
銀
が
鋳
造
さ
れ
、
大
久
保
利
通
が
推
進
す
る
殖
産
興
業
政
策
が

始
動
し
は
じ
め
、
郵
便
汽
船
三
菱
会
社
に
高
額
の
援
助
を
与
え
る
海
運
振
興
策

が
推
進
さ
れ
て
い
っ
た
。
い
ず
れ
も
、田
口
卯
吉
が
批
判
す
る
政
策
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
三
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
、
田
口
が
翻
訳
局
で
学
ん
だ
ギ
ゾ
ー
の
書

が
、
室
田
充
美
に
よ
っ
て
『
西
洋
開
化
史
』
と
し
て
翻
訳
出
版
さ
れ
、
八
月
に

は
、
バ
ッ
ク
ル
の
『
英
国
開
化
史
』
が
大
島
貞
益
訳
で
刊
行
（
こ
の
二
著
を
田

口
は
英
語
版
で
読
ん
だ
）、
さ
ら
に
日
本
人
の
筆
に
な
る
画
期
的
な
文
明
を
論

じ
た
福
沢
諭
吉
『
文
明
論
之
概
略
』
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
田
口
に
大

き
な
影
響
を
も
た
ら
す
。

1
　

 

最
初
の
著
作
『
自
由
交
易
日
本
経
済
論
』
と
『
日
本
開
化

小
史
』
の
刊
行

執
筆
順
と
刊
行
順

　

田
口
卯
吉
は
、
一
八
七
七
年
（
明
治
十
）
年
九
月
、
最
初
の
著
作
『
日
本
開

化
小
史
』
巻
之
一
（
第
一
章
、
第
二
章
）
を
、
次
い
で
、
翌
一
八
七
八
年
一
月

に
、『
自
由
交
易
日
本
経
済
論
』
を
刊
行
し
た
。
卯
吉
は
、
一
躍
、
時
の
人
と

な
っ
た
。
と
く
に
、『
日
本
開
化
小
史
』
は
、
福
沢
諭
吉
の
『
文
明
論
之
概
略
』

と
と
も
に
、
文
明
論
の
代
表
作
と
し
て
読
み
続
け
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
四
ヶ
月
の
開
き
の
あ
る
出
版
物
を
、
し
か
も
内
容
も
歴
史

書
と
経
済
書
と
い
う
異
な
る
ジ
ャ
ン
ル
の
書
物
を
、
わ
た
し
は
一
括
し
て
「
最
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初
の
著
作
」
と
す
る

）
10
（

。
そ
れ
は
単
に
時
間
が
近
い
か
ら
で
は
な
い
。

　

『
自
由
交
易
日
本
経
済
論
』
と
『
日
本
開
化
小
史
』
の
成
立
過
程
か
ら
、
そ

の
問
題
を
考
え
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　

『
自
由
交
易
日
本
経
済
論
』
は
、
そ
の
「
凡
例
」
に
「
明
治
七
年
の
末
余
会

一
紳
士
と
我
国
外
国
交
易
の
得
失
を
討
論
し
始
め
て
稿
を
起
し
」（
③
3
）、

「
第
六
」
で
「
維
新
以
来
星
霜
既
に
九
年
」（
③
62
）
と
記
し
、
一
八
六
九
年

（
明
治
二
）
～
一
八
七
六
年
（
明
治
九
）
六
月
の
商
品
・
貨
幣
額
の
一
覧
表
（
③

61
）
を
掲
載
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、一
八
七
四
年
（
明
治
七
）
の
暮
に
『
自

由
交
易
日
本
経
済
論
』
の
構
想
を
立
て
、
一
八
七
六
年
十
二
月
に
原
稿
が
ほ
ぼ

完
成
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
れ
は
、
十
二
月
二
十
二
日
、
田
口
が
木
村

熊
二
に
「
自
由
交
易
論
も
来
春
に
至
り
刷
行
可
仕
候
所
存
候
出
来
候
は
ゞ
御
一

覧
を
請
奉
る
べ
く
候
」（
⑧
599
）
と
認
め
た
書
簡
を
送
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
み

て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
資
金
難
の
た
め
、
刊
行
は
順
調
に
は
い
か
な

か
っ
た

）
11
（

。

　

刊
行
が
実
現
す
る
の
は
、
一
八
七
八
年
（
明
治
十
一
）
一
月
に
な
っ
て
か
ら

で
あ
る
。
一
月
二
十
八
日
の
木
村
熊
二
宛
書
簡
に
、「
自
由
交
易
論
は
大
部
に

相
成
出
版
致
兼
候
処
善
き
金
主
あ
り
て
不
日
出
版
す
」（
⑧
600
）と
あ
る
よ
う
に
、

島
田
三
郎
の
紹
介
で
、
陸
奥
宗
光
の
口
利
き
に
よ
っ
て
、
日
の
目
を
見
る
こ
と

に
な
っ
た
。「
金
主
」
が
、
陸
奥
と
い
う
こ
と
に
な
る

）
12
（

。『
自
由
交
易
日
本
経
済

論
』
は
、
こ
う
し
て
出
版
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
十
月
三
十
一
日
、
大
蔵
省
を

辞
職
し
て
、著
述
と
翻
訳
に
専
念
す
る
こ
と
に
な
り
、翌
一
八
七
九
年
一
月
、『
東

京
経
済
雑
誌
』
を
発
行
す
る
に
至
る

）
13
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
冒
頭
の
「
余
会
一
紳
士
と
我
国
外
国
交
易
の
得
失
を
討
論
し
始

め
」
た
「
一
紳
士
」
と
は
、
一
体
、
誰
の
こ
と
か
。
わ
た
し
は
、
事
も
無
げ
に

「
一
紳
士
」
と
の
み
記
す
の
は
、「
紙
幣
寮
に
あ
り
し
時
に
も
、
三
度
ま
で
紙
幣

頭
に
逆
ら
」
っ
た
得
能
良
介
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
得
能
宛
の
「
辞

職
願
書
」
に
は
、「
夫
ノ
紙
幣
ノ
災
ヒ
政
府
ノ
自
ラ
醸
ス
所
、
而
シ
テ
国
立
銀

行
ノ
其
害

）
14
（

」
に
つ
い
て
卯
吉
は
自
説
を
開
陳
し
、
説
得
を
試
み
た
も
の
の
、
全

く
相
手
に
さ
れ
な
か
っ
た
様
子
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
不
満
か
ら
、
新
聞
紙

上
で
の
論
争
、
経
済
理
論
と
政
策
提
言
を
ま
と
め
る
著
作
活
動
に
怒
り
を
解
消

さ
せ
て
い
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。推
測
の
範
囲
を
で
る
も
の
で
は
な
い
が
、

極
め
て
短
時
間
で
ま
と
め
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
こ
の
怒
り
が
牽
引
役

と
な
っ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

田
口
卯
吉
は
、
こ
の
一
年
余
の
間
、
別
の
著
作
を
開
始
し
た
。
こ
れ
が
『
日

本
開
化
小
史
』
巻
之
一
（
第
一
章
、
第
二
章
）
で
あ
る
。『
日
本
開
化
小
史
』

は
、
一
八
七
七
年
（
明
治
十
）
春
、『
自
由
交
易
日
本
経
済
論
』
の
出
版
の
資

金
調
達
を
も
目
論
ん
で
、
俗
体
の
『
権
人
問
答
』
の
題
で
書
き
始
め
た
が
、
和

文
に
書
き
改
め
、
題
名
を
変
更
し
て
、
九
月
に
「
自
序
」
を
記
し
て
刊
行
し

た
。
次
い
で
、
翌
一
八
七
八
年
（
明
治
十
一
）
二
月
、
巻
之
二
（
第
三
章
、
第

四
章
）、
後
半
に
巻
之
三
（
第
五
章
、
第
六
章
）、
一
八
七
九
年
（
明
治
十
二
）

十
月
頃
に
巻
之
四
（
第
七
章
、
第
八
章
）、
少
し
間
を
お
き
、
一
八
八
一
年
（
明

治
十
四
）
七
月
に
巻
之
五
（
第
九
章
、
第
一
〇
章
、
第
一
一
章
）、
一
八
八
二

年
（
明
治
十
五
）
十
月
に
至
り
、
巻
之
六
（
第
一
二
章
、
第
一
三
章
）
を
出
版
、

五
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
完
結
し
た
。

　

田
口
卯
吉
は
、
一
八
七
七
年
秋
、
島
田
三
郎
ら
と
と
も
に
都
市
民
権
結
社
に

成
長
し
て
い
く
嚶
鳴
社
の
発
起
人
の
一
人
と
な
り
、
前
年
、
小
野
梓
ら
に
よ
っ
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て
結
成
さ
れ
た
学
術
啓
蒙
団
体
の
共
存
同
衆

）
15
（

に
も
参
加
し
、
自
由
民
権
運
動
へ

も
積
極
的
に
応
じ
て
い
っ
た
。
一
八
七
九
年
（
明
治
十
二
）
五
月
に
開
催
さ
れ

た
共
存
同
衆
講
談
会
で
、「
唯
有
レ

我
」
を
演
説
し
た
。
そ
の
内
容
は
、『
日
本

開
化
小
史
』
第
三
章
の
冒
頭
の
「
倫
理
の
情

）
16
（

」
の
略
論
で
も
あ
り
、
こ
れ
も
含

め
て
本
稿
の
考
察
の
対
象
と
す
る
。

　

で
は
、
こ
の
田
口
卯
吉
の
初
期
の
代
表
的
著
作
か
ら
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
正

面
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
社
会
倫
理
に
関
す
る
叙
述

）
17
（

を
見
て
い
く
こ
と

に
し
よ
う
。

2
　

「
養
成
の
地
」
と
「
保
生
避
死
」

人
為
現
象
と
し
て
の
経
済
学

　

初
期
の
田
口
卯
吉
の
経
済
論
お
よ
び
開
化
史
の
基
本
概
念
の
一
つ
に
、「
養

成
の
地
」
と
い
う
語
が
あ
る
。

　

『
自
由
交
易
日
本
経
済
論
』
の
冒
頭
の
「
第
一
　

緒
言
　

経
済
学
の
主
意
を

論
ず
」
は
、
次
の
よ
う
に
書
き
出
す
。

大
地
の
外
に
在
て
流
動
す
る
も
の
之
を
大
気
と
な
す
。
…
…
大
地
の
面
に

在
て
流
動
す
る
も
の
之
を
水ト

リ
フ
ト流

と
為
す
。
…
…
水
流
は
…
…
周
流
循
環
し

て
未
だ
嘗
て
止
む
時
あ
ら
ざ
る
な
り
。
其
中
間
に
在
て
流
動
す
る
も
の
之

を
人
為
現
像
と
な
す
。
人
為
現
像
の
発
す
る
人
類
と
共
に
発
す
、
而
し
て

社
会
の
狭
き
其
流
動
極
て
狭
く
、
社
会
の
広
き
其
流
動
愈
広
し
。
天
地
の

剖
判
せ
し
よ
り
以
来
、
人
為
現
像
の
流
動
未
だ
嘗
て
今
日
の
如
く
疾
く
且

大
な
る
あ
る
を
聞
か
ざ
る
な
り
。
嗚
呼
其
れ
交
易
社
会
の
広
き
が
為
め

乎
。
夫
れ
大
気
や
水
流
や
、
其
流
動
の
勢
或
は
東
西
に
湾
曲
す
る
も
の
な

き
に
非
ざ
れ
ど
も
、要
す
る
に
以
て
南
し
以
て
北
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
な
り
。

人
為
現
像
の
如
き
は
乃
ち
然
ら
ず
。
或
は
大
気
の
流
動
に
駕
し
、
或
は
水

流
の
流
動
に
乗
じ
て
東
西
南
北
往
く
と
し
て
到
ら
ざ
る
処
な
し
。
昔
者
魯

褒
嘗
て
貨
幣
を
評
し
て
曰
く
、
無　

レ

足
飛　

二

南
北　

一

無　

レ

翼
走　

二

東
西　

一

と
。
此

語
や
特
に
貨
幣
の
み
然
る
に
非
ら
ず
、
人
為
現
像
悉
く
然
ら
ざ
る
な
し
。

（
③
3―

4
）

　

田
口
は
、
自
然
現
象
と
の
比
較
の
中
で
人
為
現
象
を
と
ら
え
る
。
そ
し
て
、

人
類
が
発
生
す
る
以
前
の
世
界
、
草
木
禽
獣
の
発
生
と
蕃
殖
と
衰
退
、
生
者
必

滅
が
繰
り
返
さ
れ
る
有
機
世
界
の
通
勢
に
従
っ
て
、
地
球
の
表
面
が
そ
の
強
弱

と
遅
速
に
よ
っ
て
分
け
与
え
ら
れ
て
き
た
状
況
を
「
自
然
の
配ワ

リ
ア
テ分

」
と
名
付
け

る
。
こ
の
よ
う
に
、
自
然
の
大
気
の
「
周
流
循
環
」
か
ら
「
自
然
の
配
分
」
を

説
き
、養

成
の
地
成
り
て
而
し
て
後
人
類
な
る
も
の
あ
り
。（
③
4
）

　

人
類
を
養
い
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
条
件
が
整
っ
て
、
す
な
わ
ち
「
養

成
の
地
成
り
て
」人
類
が
誕
生
す
る
。
そ
の
人
類
が「
崛
起
し
て
社
会
を
結
び
」、

「
自
然
の
配
分
を
攪
乱
し
て
地
球
の
外
状
を
一
変
」
さ
せ
、
人
類
が
変
形
さ
せ

た
世
界
を
「
人
の
天
性
」
に
よ
っ
て
現
象
を
分
画
す
る
「
人
性
の
配
分
」
を
行

な
う
。
そ
の
う
ち
人
の
欲
求
、
す
な
わ
ち
需
要
の
多
寡
に
従
っ
て
、
都
鄙
、
産

業
な
ど
の
経
済
社
会
が
成
立
す
る
こ
と
を
「
人
性
自
然
の
配
分
」
と
い
い
、
立

法
、商
業
規
律
、保
護
法
な
ど
「
人
性
自
然
の
配
分
」
を
強
制
す
る
も
の
を
「
強

制
の
配
分
」
と
名
付
け
る
（
③
3―

5
）。

　

人
は
、
自
ら
そ
の
天
性
体
質
の
長
所
、
土
地
の
景
況
に
よ
っ
て
職
業
を
分
配
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す
る
。
そ
れ
が
分
業
で
あ
る（
③
7
）。「
分
業
即
ち
手
分
は
交
易
の
起
源
な
り
」。

人
が
す
べ
て
の
物
を
自
分
で
作
れ
ば
、
交
易
の
必
要
は
な
い
。
そ
し
て
、
人
が

そ
の
職
業
を
行
な
う
の
は
、「
必
ず
先
づ
社
会
の
衆
需
を
期あ

て
にす

。
衆
需
と
は
社

会
の
大
約
の
需
要
を
言
ふ
な
り
」（
③
8
）。
人
は
、
必
ず
何
か
を
求
め
る
の
で

あ
る
。「
需
要
と
は
人
為
の
現
像
を
吸
引
す
べ
き
人
間
の
引
力
」（
③
6
）
で
あ

る
。「
斯
く
職
業
に
分
配
せ
し
よ
り
各
自
の
製
作
す
る
処
愈
々
多
き
を
加
へ
、

漸
く
現
像
の
蓄
積
を
為
す
に
至
れ
り
。
此
を
現
像
の
富
と
云
ふ
。
富
と
は
物
の

饒
な
る
有
様
を
云
ふ
も
の
な
り
」（
③
7
）。
端
的
に
言
え
ば
、「
一
人
の
利
害

は
経
済
世
界
の
利
害
と
一
致
す
」
る
の
で
あ
る
（
③
2
「
目
録
」）。

　

国
家
は
、「
政
事
上
の
区
分
」
に
過
ぎ
ず
、「
人
性
の
配
分
」
と
は
無
縁
の
も

の
で
、
経
済
世
界
に
切
要
な
も
の
で
も
重
大
な
こ
と
で
は
な
い
（
③
10
）。「
経

済
世
界
に
諸
独
立
国
の
対
峙
す
る
は
、
全
く
人
身
の
内
に
諸
機
関
あ
る
が
如

し
。
現
像
の
発
生
し
、
順
循
し
、
消
耗
す
る
道
行
き
を
論
ず
る
経
済
学
に
於
て

は
、
通
商
す
る
社
会
を
以
て
一
体
と
見
做
す
に
付
き
、
此
等
の
区
分
は
講
究
す

る
に
及
ば
ざ
る
程
感
覚
な
き
も
の
な
り
」（
③
11
）。
し
た
が
っ
て
、「
万
国
交

易
」、
す
な
わ
ち
世
界
貿
易
で
は
、「
人
為
を
以
て
輸
入
を
減
殺
」
し
た
り
、「
人

為
を
以
て
輸
出
を
養
生

（
マ
マ
）す

る
」（
③
18
）
よ
う
な
、
日
本
で
主
張
さ
れ
て
は
じ

め
て
い
る
保
護
貿
易
は
排
除
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
、「
吾
人
は

経
済
世
界
の
自
由
民
」（
③
11
）で
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
、
自
由
主
義
を
根
底
に
、

保
護
主
義
、
政
府
の
干
渉
を
徹
底
的
に
排
除
し
よ
う
と
す
る
田
口
卯
吉
の
経
済

に
対
す
る
見
方
の
大
綱
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
経
済
学
は
、
こ
う
し
た
需
要
に
応
じ
た
分
業
と
、
交
易
に
よ
っ
て

蓄
積
さ
れ
た
富
、
す
な
わ
ち
「
人
為
」
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
現
象
を
対
象

に
す
る
の
だ
と
い
う
。
分
業
、
す
な
わ
ち
「
職
業
の
配
分
」
に
よ
っ
て
製
作
さ

れ
た
「
現
像
の
蓄
積
」
を
「
現
像
の
富
」
と
い
い
、「
知
識
貨
財
の
饒
多
」（
③

7
）
を
い
う
の
で
あ
る
。
地
理
学
が
、
大
気
河
海
の
流
動
、
自
然
の
現
象
を
講

じ
る
の
に
対
し
て
、
経
済
学
は
、
貨
財
、
学
問
、
知
識
、
文
章
、
宝
物
、
貨
幣

な
ど
、「
人
為
の
現
象
」
の
動
静
の
法
を
講
じ
る
学
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
（
③

5
、
9
、
13
）。
と
同
時
に
、
田
口
は
、
欧
州
の
経
済
学
者
は
富
を
た
だ
「
貨

物
」
の
富
に
用
い
る
語
と
解
釈
し
て
、
経
済
学
を
貨
物
の
富
に
つ
い
て
論
じ
る

学
問
と
定
義
し
て
い
る
と
批
判
し
、「
人
口
」
を
持
ち
出
す
。
人
口
は
貨
物
で

は
な
い
、
し
か
し
、
人
口
も
ま
た
人
為
の
現
象
で
は
な
い
か
。
そ
う
考
え
れ
ば

「
然
り
而
し
て
富
の
一
字
亦
人
口
に
用
ひ
得
べ
し
」（
③
7
）
と
主
張
す
る
。
田

口
の
い
う
「
人
口
」
は
、
単
に
数
量
的
な
も
の
で
は
な
い
、
ど
の
地
域
に
人
が

ど
れ
位
、
ど
の
よ
う
に
住
ん
で
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
か
と
い

う
面
、
量
、
質
を
統
括
し
た
概
念
で
あ
り
、
つ
ま
り
「
人
為
の
現
像
」
は
、「
人

間
の
活
動
」
そ
の
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
考
え
方
こ
そ
、
の
ち
に
み
る

「
保
生
避
死
」
の
概
念
へ
と
繋
が
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
経
済
学
は
、
人
為
現
象
が
運
転
周
流
し
て
経
済
社
会
を
維
持
す

る
の
は
血
液
の
人
身
中
を
循
環
し
て
そ
の
生
気
を
養
う
の
と
同
じ
で
、「
経
済

世
界
の
機
関
は
恰
も
人
身
の
機
関
の
如
」（
③
9
）
く
、
は
な
は
だ
生
理
学
に

類
似
し
て
お
り
、
人
身
生
理
学
に
比
し
て
、
社
会
生
理
学
と
評
す
る
こ
と
も
で

き
る
と
す
る
。
こ
こ
に
は
、
か
つ
て
医
学
を
志
し
て
き
た
田
口
な
ら
で
は
の
比

喩
を
用
い
た
展
開
が
な
さ
れ
て
い
る
。
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「
養
成
の
地
」

　

封
建
の
制
と
鎖
国
の
習
に
馴
染
ん
で
き
た
日
本
の
状
況
に
対
し
て
、
明
治
初

頭
の
激
変
を
経
過
し
た
今
、
商
業
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
前
提
を
論
じ
る
た
め

に
、
ま
ず
、
江
戸
社
会
の
分
析
を
行
な
う
。
そ
し
て
、
江
戸
か
ら
明
治
へ
の
転

換
を
、
一
つ
の
法
則
か
ら
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

一
体
な
ぜ
、
江
戸
時
代
の
封
建
社
会
は
、
現
在
の
自
由
交
易
社
会
と
違
っ
た

の
か
。
そ
れ
に
は
、
相
応
の
原
因
か
ら
究
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
田
口

は
、『
自
由
交
易
日
本
経
済
論
』「
第
六
　

日
本
の
景
況
」
で
、
次
の
よ
う
に
い

う
。

　

「
養
成
の
地

）
18
（

」
の
変
化
が
、
諸
物
を
発
生
さ
せ
る
「
源
因
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

で
は
、
人
為
の
現
象
を
変
動
さ
せ
る
具
体
的
要
因
は
何
か
。

外
国
交
易
及
び
戌

〔
戊

申辰
〕

の
変
動
は
大
に
此
養
成
の
地
を
変
ぜ
し
も
の
な
る

乎
。
維
新
政
府
は
封
建
の
制
を
破
り
、
外
国
の
開
化
は
旧
来
の
陋
習
を
一

変
せ
り
。
斯
く
制
習
の
一
変
し
、
養
成
地
の
大
に
面
目
を
改
め
た
る
に

付
き
、
玩
弄
遊
戯
の
具
、
刀
剣
武
具
の
類
は
亦
た
無
用
の
具
と
な
れ
り
。

…
…
今
日
日
本
の
商
業
は
、
実
に
変
遷
の
間
に
在
り
。（
③
54―
55
）

　

幕
末
の
開
国
開
港
か
ら
、
明
治
維
新
、
廃
藩
置
県
を
経
過
し
て
、
政
治
制
度
、

経
済
体
制
の
激
変
、
外
国
貿
易
が
日
増
し
に
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
今
日
の
状
況

を
、
田
口
は
、「
激
烈
な
る
改
良
」
と
み
る
。
こ
の
改
革
の
原
因
を
述
べ
る
に

先
立
っ
て
、「
万
物
の
発
生
す
る
所
以
」
を
略
述
す
る
。

　

宇
宙
、
万
物
、
す
べ
て
「
発
生
源
因
」
が
な
け
れ
ば
一
物
と
し
て
発
生
す
る

こ
と
は
な
い
。
そ
の
「
源
因
」
も
一
つ
で
は
な
く
、「
必
ず
許
多
の
件
々
集
合

し
て
働
き
以
て
一
成
果
を
為
す
。
故
に
余
は
之
を
源
因
と
は
云
は
ず
し
て
寧
ろ

之
を
養
成
の
地
と
云
は
ん
」。
天
地
、
日
月
、
草
木
禽
獣
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て

水
や
気
の
あ
る
「
養
成
の
地
」
か
ら
発
生
す
る
。「
世
間
の
物
互
に
養
成
の
地

と
相
成
り
互
に
相
感
応
せ
り
」。「
今
日
草
木
禽
獣
の
此
形
状
を
為
す
所
以
の
も

の
は
、
養
成
の
地
今
日
の
如
く
な
る
が
為
」
で
あ
る
。
人
間
の
体
質
も
日
々
変

化
し
、
昨
日
の
我
は
今
日
の
我
で
は
な
く
明
日
の
我
で
も
な
い
。
ま
た
、
貨
物

が
発
成
す
る
の
も
「
必
ず
養
成
の
地
あ
り
て
而
し
て
後
に
発
す
る
も
の
」
で
あ

る
。（
③
53
）

　

田
口
卯
吉
の
認
識
論
の
特
徴
は
、
諸
々
の
「
源
因
」
を
「
養
成
の
地
」
と
の

関
係
で
理
解
し
、
叙
述
す
る
方
法
に
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
「
養
成
の
地
」
の

概
念
は
、「
環
境
条
件
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
し
か
し
、
田
口
は
、
か

な
り
多
岐
に
わ
た
っ
て
用
い
て
い
る

）
19
（

。
田
口
の
所
論
に
従
っ
て
、
少
し
詳
し
く

み
て
い
こ
う
。

　

「
養
成
の
地
」
の
初
出
は
、
前
に
み
た
よ
う
に
、「
緒
言
」
で
、
大
地
の
外
に

あ
る
大
気
と
面
に
あ
る
水
流
が
周
流
循
環
す
る
中
で
、
草
木
禽
獣
が
生
ま
れ
、

生
者
必
滅
の
有
機
世
界
が
形
成
さ
れ
、
そ
し
て
、「
養
成
の
地
成
り
て
而
し
て

後
人
類
な
る
も
の
あ
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
人
類
を
発
生
さ

せ
る
自
然
条
件
と
い
う
意
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

次
い
で
、
貨
物
も
同
様
に
、
養
成
の
地
が
あ
っ
て
後
に
発
す
る
も
の
で
あ

る
。
家
屋
を
造
る
の
に
は
材
料
と
な
る
、
木
、
鉄
、
石
、
瓦
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
衣
服
、飲
食
も
同
様
で
あ
る
（
③
53―

54
）。
こ
こ
で
は
生
産
財
が
「
養

成
の
地
」
に
当
た
る
。

　

職
業
も
同
じ
で
あ
る
。
通
貨
を
知
ら
な
い
未
開
地
に
巨
大
な
銀
行
を
建
て
、

人
口
の
少
な
い
僻
村
に
大
規
模
な
機
械
製
衣
服
工
場
を
創
立
し
て
も
、
繁
栄
は
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し
な
い
。「
野
蕃
及
び
僻
村
」
に
は
養
成
の
地
が
未
だ
成
立
し
て
い
な
い
か
ら

で
あ
る
（
③
54
）。
こ
こ
で
は
、
需
要
条
件
、
立
地
条
件
、
社
会
の
発
展
状
態

が
「
養
成
の
地
」
で
あ
る
。

　

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
欧
米
諸
国
と
の
交
易
関
係
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
現

在
と
、
そ
れ
以
前
の
社
会
と
は
、
条
件
が
異
な
る
の
も
必
然
で
あ
ろ
う
。

然
ら
ば
則
ち
封
建
時
代
の
貨
物
、
今
日
と
異
な
る
所
以
の
も
の
知
る
べ

き
な
り
。
是
れ
則
ち
封
建
の
制
習
之
を
養
成
せ
し
に
非
ず
し
て
何
ぞ
や
。

…
…
封
建
の
世
界
は
封
建
の
貨
物
を
養
生

（
マ
マ
）す

る
も
の
な
り
。（
③
54
）

　

こ
こ
で
は
、「
養
成
の
地
」
は
、
封
建
と
い
う
、
社
会
体
制
、
政
治
体
制
を

意
味
す
る
概
念
に
ま
で
拡
張
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

玩
弄
遊
戯
の
具
、
無
用
の
金
銀
玉
石
な
ど
の
奢
侈
品
は
封
建
貴
族
の
養
成
す

る
も
の
、
刀
剣
馬
具
は
封
建
の
武
士
が
必
要
と
し
た
も
の
、
麻
上
下
、
長
袴
は

殿
上
の
制
度
が
あ
る
た
め
、
朝
野
の
礼
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
叩
頭
座
拝
が
行
な

わ
れ
て
い
る
か
ら
椅
子
高
机
を
作
る
匠
工
は
現
れ
な
い
、「
其
他
百
般
の
事
物

亦
た
皆
な
封
建
の
求
需
に
応
じ
て
発
し
、
封
建
の
制
習
之
を
養
成
せ
し
も
の
」

（
③
54
）
で
あ
っ
た
。
維
新
政
府
が
封
建
の
制
を
破
っ
た
現
在
、
そ
れ
ら
は
無

用
の
具
と
な
っ
た
。
封
建
の
制
に
よ
っ
て
培
わ
れ
て
き
た
養
成
の
地
が
変
化
し

て
郡
県
の
制
に
転
換
し
た
今
、
従
前
の
富
は
も
は
や
富
で
は
な
く
な
り
、
従
前

の
貨
物
に
は
買
い
手
が
つ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。開
港
と
維
新
に
よ
っ
て
、

今
日
の
日
本
の
商
業
は
非
常
に
変
化
し
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。

斯
く
養
成
の
地
を
変
じ
て
而
し
て
貨
物
職
業
の
変
ず
る
之
れ
経
済
の
法
然

ら
し
む
る
も
の
な
り
。
何
を
か
経
済
の
法
と
云
ふ
、
英
人
の
所
謂
「
ラ

ウ
」
な
る
も
の
に
し
て
、
社
会
の
人
性
自
ら
然
く
導
く
も
の
を
言
ふ
な

り
。
…
…
経
済
世
界
の
諸
現
像
は
人
性
の
発
成
す
る
所
に
し
て
、
之
を
管

守
す
る
も
の
は
自
然
の
法
に
非
ず
。
…
…
経
済
の
法
は
人
為
現
像
を
管
理

す
る
も
の
に
し
て
、
社
会
を
結
成
す
る
人
の
天
性
よ
り
発
す
る
法
な
り
。

故
に
一
人
一
箇
の
天
性
を
以
て
之
を
動
か
し
難
し
。
夫
れ
人
は
自
ら
養
成

の
地
を
変
ず
る
を
得
べ
し
。
善
制
を
立
つ
る
を
得
べ
く
、
悪
習
を
布
く
を

得
べ
し
。
然
れ
ど
も
善
制
を
以
て
悪
果
を
望
む
べ
か
ら
ず
。
悪
習
を
以
て

善
果
を
望
む
べ
か
ら
ず
。
善
制
は
必
ず
善
果
と
連
結
し
、
悪
習
は
必
ず
悪

果
と
連
結
す
。
是
れ
則
ち
経
済
の
法
に
し
て
一
人
の
能
く
動
か
し
得
べ
き

も
の
に
非
ざ
る
な
り
。（
③
55
）

経
済
の
法
は
自
然
の
法
に
非
ず
、
社
会
の
天
性
よ
り
発
す
る
法
な
り
。（
③

56
）

　

こ
の
よ
う
に
、
社
会
は
、「
養
成
の
地
」
の
変
化
と
と
も
に
発
展
し
て
い
く

の
で
あ
る
。
人
の
動
き
も
こ
れ
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
こ

れ
に
、「
人
の
天
性
」
に
基
づ
い
て
、
人
が
生
産
す
る
「
貨
財
」
と
が
照
応
し

つ
つ
、
社
会
が
発
展
し
て
い
く
。

「
保
生
避
死
」

　

経
済
の
法
は
人
為
現
象
を
管
理
す
る
も
の
で
、
社
会
を
結
成
す
る
人
の
天
性

よ
り
発
す
る
法
と
い
う
な
ら
ば
、
で
は
、
人
の
天
性
と
は
い
か
な
る
も
の
を
い

う
の
か
。『
日
本
開
化
小
史
』
は
、「
人
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
神
威
を
解
す

る
も
の
に
あ
ら
ず
、
宗
門
［
教
］
を
信
ず
る
も
の
に
あ
ら
ず
、
之
を
解
し
之
を

信
ず
る
も
の
は
、
他
人
の
之
に
教
へ
し
も
の
あ
れ
ば
［
数
多
の
想
像
の
累
積
せ

し
に
因
る
］
な
り
」（
②
8
。［ 

］
内
は
『
全
集
』
版
の
異
動
を
示
す
）
と
い
う
、
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命
題
か
ら
書
き
始
め
る
。
ま
さ
に
何
者
に
も
制
約
さ
れ
な
い
人
間
か
ら
の
出
発

で
あ
り
、「
明
治
一
〇
年
」
と
い
う
時
代
を
ま
ず
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

田
口
卯
吉
の
経
済
論
、
文
明
論
の
も
う
一
つ
の
キ
イ
概
念
に
「
保
生
避
死
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
そ
の
初
出
は
、『
日
本
開
化
小
史
』
で
あ
る
。

生
を
保
ち
死
を
避
く
る
は
、
智
の
広
狭
を
云
は
ず
、
念
の
高
卑
を
論
ぜ
ず
、

総
て
の
動
物
に
通
じ
て
違
は
ざ
る
の
天
性
な
り
。（
②
9
）

　

こ
の
「
保　

レ

生
避　

レ

死
の
天
性
」
か
ら
、「
貨
財
の
進
む
に
従
ひ
、
人
心
亦
大

に
猶
予
を
得
て
、
益

其
想
像
を
逞
ふ
」
し
、
こ
こ
に
「
カ
ミ
」
の
観
念
が
発

す
る
（
②
11
）。
こ
う
し
て
、「
凡
そ
人
心
の

文
す
ゝ
め
る
す
ゝ
ま
ざ
る

野

は
、
貨
財
を
得
る
の
難

易
と
相
俟
て
離
れ
ざ
る
も
の
な
ら
ん
。貨
財
に
富
み
て
人
心
野
な
る
の
地
な
く
、

人
心
文
に
し
て
貨
財
乏
き
の
国
な
し
、
其
割
合
常
に
平
均
を
保
て
る
事
、
蓋
し

文
運
の
総
て
の
有
様
に
渉
り
て
異
例
な
か
る
べ
し
」（
②
8―

9
）。
こ
れ
が
開

化
史
の
課
題
に
な
る
と
い
う
。

　

し
か
し
、
こ
の
概
念
は
、
す
で
に
『
自
由
交
易
日
本
経
済
論
』
の
「
第
四
　

産
物
の
転
換
の
光
景
」
で
、
原
理
的
に
説
明
さ
れ
て
い
た
。

　

産
物
は
、
経
済
世
界
で
人
が
発
生
さ
せ
た
現
象
で
あ
り
、
自
ず
か
ら
外
国
交

易
を
通
し
て
平
均
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

人
は
不
利
を
避
け
て
利
に
就
く
も
の
な
り
。
故
に
利
の
有
る
処
人
口
多
く

集
ま
り
、
利
の
無
き
処
人
口
悉
く
去
る
。（
③
26
）

　

こ
の
物
品
と
人
口
の
相
関
を
説
く
田
口
の
主
張
は
、
こ
れ
以
降
も
一
貫
し
て

保
持
し
て
い
く
人
間
の
基
本
的
性
格
で
あ
る
。
続
け
て
述
べ
る
。「
故
に
利
の

有
る
所
は
人
口
の
多
く
競
争
の
甚
し
き
が
為
め
に
、
社
会
上
に
て
は
其
職
業
盛

大
な
り
と
雖
も
、一
人
に
取
り
て
は
利
益
の
多
分
を
占
取
す
る
能
は
ざ
る
な
り
。

利
益
の
寡
き
職
業
に
於
て
は
人
の
之
に
帰
す
る
も
の
亦
寡
く
、
従
て
競
争
甚
し

か
ら
ざ
る
が
故
に
、
一
人
に
取
り
て
は
利
益
多
き
職
業
に
従
事
す
る
者
の
得
る

所
と
毫
も
其
割
合
を
異
に
す
る
な
し
」。
ど
の
職
業
も
利
益
は
平
均
す
る
勢
が

あ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
人
口
の
少
き
所
は
競
争
少
き
故
に
利
益
多
き
も

の
な
り
」（
③
26
）。
地
に
産
す
る
物
品
に
は
限
り
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
人

は
、
利
を
求
め
て
、
国
内
に
限
ら
ず
移
動
す
る
。
こ
の
「
人
口
の
運
転
に
因
て

五
洲
の
利
益
平
均
同
一
を
求
む
る
の
勢
」（
③
27
）
が
あ
る
の
で
あ
る
。
で
は
、

人
口
そ
の
も
の
の
増
減
は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。
草
木
の
産
殖
を
例
に
し
、
世

界
の
有
機
物
を
考
察
し
、
人
口
の
増
殖
で
き
る
状
態
は
、
そ
れ
を
養
う
こ
と
が

で
き
る
範
囲
に
限
ら
れ
る
。

養
ふ
の
物
質
な
け
れ
ば
必
ず
其
生
を
保
つ
能
は
ざ
れ
ば
な
り
。（
③
28
）

　

「
生
を
保
つ
」、
す
な
わ
ち
「
保
生
」
で
あ
る
。「
不
利
を
避
け
」
る
は
、
す

な
わ
ち
「
利
の
無
き
処
人
口
悉
く
去
る
」
こ
と
を
回
避
す
る
こ
と
が
、
産
物
を

生
み
出
す
生
き
て
い
る
人
間
の
行
為
な
の
で
あ
る
か
ら
、
換
言
す
れ
ば
の
ち
の

『
日
本
開
化
小
史
』
に
表
れ
る
「
避
死
」
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
概
念
を
内
包
し

て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

『
日
本
開
化
小
史
』
に
は
、
禽
獣
状
態
を
脱
し
て
耕
作
養
蚕
の
道
を
知
っ
て

貨
財
を
得
る
中
で
、
死
を
嫌
う
（
避
け
る
）
天
性
か
ら
霊
魂
不
死
の
観
念
が
起

こ
り
、
怪
力
を
敬
す
る
心
が
起
こ
り
、
言
伝
の
粗
な
る
と
こ
ろ
か
ら
祖
先
を
神

聖
と
想
像
す
る
心
が
起
こ
り
、
祖
先
の
霊
魂
が
天
地
に
照
臨
す
る
と
想
像
し
、

そ
の
祖
先
の
霊
魂
が
神
と
な
っ
て
、
こ
れ
を
祭
れ
ば
諸
々
の
災
害
か
ら
救
わ
れ

る
と
思
い
、
神
威
は
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
っ
て
、
人
間
万
端
の
所
業
に
対
し
て
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指
揮
し
賞
罰
を
与
え
る
存
在
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
、
神
教
政
府
が
登
場
し
た
の

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
仏
教
が
伝
来
し
、
神
道
と
仏
教
の
間
に
争
論
が
起
き
、
仏

教
が
勝
利
す
る
（
②
11―

14
）。

　

こ
の
よ
う
な
人
間
の
発
達
史
的
観
点
か
ら
、
歴
史
の
展
開
の
節
目
ご
と
に
、

説
明
の
論
理
と
し
て
、「
保
生
避
死
」
が
登
場
す
る
。
平
安
時
代
の
中
央
集
権

政
権
が
崩
れ
て
、
各
地
に
土
着
の
武
士
が
台
頭
し
、
戦
乱
を
経
て
、
郡
県
制
か

ら
封
建
制
に
な
っ
た
の
は
、「
人
は
常
に
他
人
よ
り
勝
れ
た
る
事
業
を
為
さ
ん

と
す
る
の
心
あ
り
、
是
亦
た
生
を
保
た
ん
が
為
に
は
、
外
物
に
打
勝
つ
事
肝
要

な
れ
ば
是
心
起
る
な
り
」（
②
30
）。
さ
ら
に
、
時
を
は
る
か
超
え
た
江
戸
時
代

の
中
の
説
明
も
み
て
み
よ
う
。
封
建
制
度
下
の
徳
川
氏
、
諸
侯
、
藩
士
、商
賈
、

番
頭
以
下
と
い
う
よ
う
に
、
一
族
を
血
脈
が
絶
え
た
と
し
て
も
養
子
を
迎
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
外
面
的
に
永
遠
に
伝
え
よ
う
と
す
る
こ
と
に
も
、「
是
れ
固
よ

り
人
の
天
性
（
避
死
保
生
）
に
於
て
此
の
如
き
を
欲
す
る
も
の
あ
る
に
基
く
も

の
に
し
て
封
建
制
度
の
下
に
至
り
て
非
常
に
発
達
し
た
」
と
い
う
（
②
105
）。

　

『
日
本
開
化
小
史
』
は
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
一
冊
の
書
と
し
て
刊
行
さ
れ

た
も
の
で
は
な
い
の
で
、
巻
を
追
う
ご
と
に
基
本
概
念
が
繰
り
返
し
て
説
明
さ

れ
る
の
は
や
む
を
得
な
い
が
、
し
か
し
こ
こ
ま
で
繰
り
返
さ
れ
る
の
は
、
本
書

が
、
近
代
日
本
に
始
め
て
登
場
し
た
新
し
い
歴
史
叙
述
で
あ
る
と
と
も
に
、
む

し
ろ
田
口
卯
吉
に
と
っ
て
、
基
本
テ
ー
ゼ
を
強
調
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
よ
う
。

　

そ
の
基
本
と
な
る
こ
と
は
、
社
会
の
発
達
は
他
の
諸
有
機
物
の
発
達
と
異
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
草
木
に
は
、
そ
の
性
で
あ
る
保
生
避
死
の
天
性

が
あ
る
ゆ
え
に
、
養
い
方
法
に
よ
っ
て
そ
の
生
長
は
、
堅
靭
に
な
っ
た
り
、
柔

弱
に
な
っ
た
り
、長
大
に
な
っ
た
り
、矮
小
に
な
っ
た
り
す
る
。そ
れ
と
同
時
に
、

社
会
が
開
化
し
発
達
す
る
の
は
、
社
会
の
性
で
あ
る
が
、「
之
を
養
ふ
」
そ
れ

ぞ
れ
の
時
代
の
制
度
、
王
朝
の
制
度
、
鎌
倉
政
府
の
制
度
、
徳
川
政
府
の
制
度

に
よ
っ
て
お
り
、「
文
学
貨
財
よ
り
風
俗
人
情
に
至
る
ま
で
皆
異
様
の
稟
性
を

得
せ
し
め
た
」
結
果
で
あ
っ
た
。
草
木
が
ど
の
よ
う
な
状
態
で
最
も
生
長
す
る

か
を
知
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
社
会
の
発
達
も
、
ど
の
よ
う
な
制
度
の
時
が
最

も
速
や
か
で
あ
る
か
を
知
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
と
結
論
す
る
の
で
あ
る
（
②

106
）。

　

で
は
、
社
会
の
発
達
を
推
進
し
て
い
く
動
力
は
何
か
。

蓋
し
生
を
保
ち
死
を
避
く
る
は
、
凡
て
の
動
物
に
存
す
る
天
性
な
り
、
人

間
万
般
の
所
業
其
種
多
し
と
雖
も
、
要
す
る
に
此
性
質
に
出
で
ざ
る
な

し
。
夫
の
貨
財
を
積
ん
と
欲
す
る
は
生
を
保
つ
な
り
、
想
像
を
立
て
相
ひ

戒
む
る
は
死
を
避
く
る
な
り
、
喜
怒
哀
楽
の
発
す
る
、
亦
た
之
を
得
る
と

之
を
失
ふ
と
に
因
る
な
り
。（
②
14
）

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
「
天
性
」
に
、「
貨
財
」
の
発
達
が
根
底
を
規
定
し
て

い
た
。「
種
々
の
貨
物
を
使
用
す
る
事
を
解
し
」（
②
9
）、「
貨
財
の
有
様
亦
た

旧
時
の
比
に
あ
ら
ざ
れ
ば
」（
②
10
）、「
貨
財
の
進
む
に
従
ひ
」（
②
11
）、「
貨

財
を
得
る
術
進
み
」（
②
12
）、
…
…
と
。

　

質
素
で
あ
っ
た
政
権
は
、
唐
と
の
交
通
が
開
け
る
に
従
っ
て
、
人
は
心
と
衣

食
の
有
様
を
進
め
よ
う
と
し
て
、
自
己
よ
り
進
ん
だ
も
の
を
模
擬
す
る
よ
う
に

な
り
、
死
を
避
け
生
を
保
つ
天
性
は
次
第
に
進
ん
で
「
快
く
生
を
保
た
ん
」（
②

17
）
と
す
る
よ
う
に
な
り
、
奈
良
に
基
盤
を
確
立
し
た
政
府
は
ま
す
ま
す
盛
大

に
な
り
、
唐
制
を
模
倣
し
、
律
令
格
式
の
法
律
を
整
え
、
歴
史
、
文
学
も
隆
盛
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し
、
藤
原
氏
の
権
力
が
確
立
し
、
荘
園
が
多
く
作
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
「
文

運
の
進
む
に
従
ひ
、
夫
の
生
を
保
つ
の
天
性
次
第
に
生
長
し
、
生
を
楽
む
の
心

と
な
り
、
更
に
進
ん
で
快
く
生
計
を
立
て
ん
と
の
心
起
る
な
り
、
人
の
知
識
を

琢
き
貨
財
を
積
ま
ん
と
欲
す
る
、
亦
た
此
企
望
に
出
づ
る
も
の
な
ら
ん
」（
②

19―

20
）。

　

こ
の
論
理
は
、
江
戸
時
代
で
も
同
様
で
あ
る
。

抑
も
人
の
天
性
は
生
を
保
ち
死
を
避
く
る
も
の
な
り
、
生
を
保
ち
死
を
避

け
ん
と
欲
す
る
に
は
、
衣
な
か
る
べ
か
ら
ず
、
食
な
か
る
べ
か
ら
ず
、
住

な
か
る
べ
か
ら
ず
、
而
し
て
其
衣
な
り
、
食
な
り
、
住
な
り
、
皆
な
饑
寒

を
防
ぐ
丈
に
て
足
れ
り
と
云
ふ
に
あ
ら
ざ
る
な
り
、
其
膚
に
弱
か
に
、
其

口
に
甘
く
し
て
、
其
風
雨
を
防
ぐ
に
密
な
ら
ん
こ
と
を
望
む
も
の
な
り
、

此
望
を
達
せ
ん
が
為
め
に
、
人
々
は
其
智
力
を
働
か
さ
ゞ
る
を
得
ず
、
故

に
貨
財
の
有
様
進
歩
す
る
や
、
人
心
の
内
部
同
時
に
進
歩
す
、
人
心
の
内

部
進
ま
ず
し
て
貨
財
の
有
様
独
り
進
む
を
得
ず
、
貨
財
の
有
様
退
か
ず
し

て
人
心
独
り
退
く
を
得
ず
、
何
と
な
れ
ば
智
力
を
発
達
せ
し
む
る
も
の
は

貨
財
に
し
て
、
貨
財
を
蓄
殖
せ
し
む
る
も
の
人
心
な
れ
ば
な
り
、（
②
83
）

　

『
自
由
交
易
日
本
経
済
論
』
で
の
「
貨
物
」
は
、『
日
本
開
化
小
史
』
で
は
「
貨
財
」

の
語
に
統
一
さ
れ
る
。
文
明
論
、
開
化
の
歴
史
は
、
バ
ッ
ク
ル
、
ギ
ゾ
ー
ら
の

論
を
あ
げ
る
ま
で
も
な
く
、
野
蛮
→
未
開
→
開
化
と
い
う
シ
ェ
ー
マ
で
考
え
ら

れ
る
。
田
口
の
『
日
本
開
化
小
史
』
も
、
そ
の
冒
頭
で
記
し
た
「
文
野
」
に
は

「
す
ゝ
め
る
す
ゝ
ま
ざ
る
」
と
ル
ビ
が
付
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
ら
と

同
様
に
、「
野
」
か
ら
「
文
」
へ
、
野
蛮
か
ら
文
明
へ
の
あ
ゆ
み
と
し
て
描
か

れ
て
い
る
が
、
そ
の
捉
え
方
は
、
国
家
の
形
成
か
ら
徳
川
封
建
世
界
の
崩
壊
ま

で
が
、
人
間
の
「
保
生
避
死
」
の
天
性
と
、「
養
成
の
地
」
に
規
定
さ
れ
た
「
貨

財
」の
発
展
と
を
関
連
づ
け
て
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
、画
期
的
な
意
義
が
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
文
明
論
」
は
、
西
洋
文
明
を
「
は
じ
め

て
」
獲
得
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
す
で
に
日
本
の
歩
み
の
中
に
、「
開
化
の
歴

史
」
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

「
貨
財
」
と
「
開
化
」

　

「
保
生
」
は
、「
貨
財
」
と
と
も
に
生
長
す
る
。
し
か
し
、「
貨
財
」
は
す
べ

て
の
人
に
分
か
た
れ
る
も
の
で
は
な
い
。「
貨
財
の
有
様
旧
時
よ
り
盛
な
る
は

言
ふ
ま
で
も
な
け
れ
ど
も
、
之
を
作
る
人
は
其
利
を
得
ず
し
て
、
門
閥
の
官
吏

悉
く
之
を
得
た
り
」（
②
20
）
と
い
う
状
態
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、「
富
と
は
何

ぞ
や
、
日
本
の
人
民
労
力
し
て
産
す
る
所
の
者
」（
③
15
）
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
作
り
手
に
は
、
貨
財
、
富
が
遺
さ
れ
な
い
の
が
実
情
で
あ
っ
た
。
こ

れ
こ
そ
、
富
の
偏
重
に
外
な
ら
な
い
。
江
戸
時
代
に
は
、
徳
川
氏
に
よ
る
人
質

と
参
勤
交
代
制
に
よ
る
巨
大
都
市
江
戸
の
創
出
に
よ
っ
て
人
口
も
貨
財
も
富
も

集
中
し
、
鎖
国
政
策
に
基
づ
く
自
給
体
制
の
成
立
、
さ
ら
に
専
門
特
許
に
よ
る

特
権
商
人
の
活
動
に
支
え
ら
れ
て
き
た
の
だ
が
、
開
国
開
港
に
よ
っ
て
、
ま
さ

に
そ
れ
ま
で
の「
養
成
の
地
」は
一
変
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。「
戊

辰
の
変
動
は
封
建
の
財
政
を
倒
し
、
其
機
関
を
砕
き
、
之
に
次
ぐ
に
自
由
の
制

を
以
て
せ
し
も
の
な
り
」（
③
57―

59
）。「
開
化
」
へ
の
道
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
社
会
の
発
達
は
、
他
の
有
機
物
の
発
達
と
異
な
ら
ず
、
草
木
の
保

生
避
死
の
天
性
と
同
様
に
、
社
会
が
開
化
し
発
達
す
る
の
は
、「
之
を
養
ふ
」
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そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
制
度
に
よ
っ
て
お
り
、「
文
学
貨
財
よ
り
風
俗
人
情
に
至

る
ま
で
皆
異
様
の
稟
性
を
得
せ
し
め
た
」江
戸
時
代
の
評
価
に
繋
が
っ
て
い
く
。

こ
う
し
た
認
識
は
、「
人
民
愛
藩
の
念
あ
り
て
愛
国
の
心
な
し
」（
②
116
）
と
し

て
否
定
さ
れ
る
べ
き
江
戸
時
代
に
あ
っ
て
も
、
田
口
に
は
、
そ
こ
に
成
熟
し
た

文
化
を
十
分
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

徳
川
氏
の
時
、
文
学
の
進
歩
は
貨
財
の
進
歩
と
併
行
せ
し
こ
と
を
知
る
べ

し
、
然
れ
ど
も
其
間
貨
財
先
づ
進
み
て
而
し
て
文
学
之
に
続
き
し
も
の
あ

り
、
文
学
先
づ
進
み
て
而
し
て
貨
財
之
に
次
ぎ
し
も
の
も
あ
り
、（
②
102
）

其
全
体
の
成
跡
を
顧
み
れ
ば
、
足
利
氏
季
世
の
浅
ま
し
き
有
様
よ
り
し
て

徳
川
氏
の
燦
爛
た
る
開
化
を
発
せ
り
、
社
会
進
歩
の
理
亦
明
か
な
ら
ず

や
、
蓋
し
此
等
の
進
歩
は
嘗
て
政
府
の
保
護
に
因
ら
ず
、
又
嘗
て
外
国
開

化
の
助
を
藉
ら
ず
、全
く
日
本
社
会
の
内
に
於
て
自
ら
進
み
し
も
の
な
り
、

後
の
世
の
国
事
を
憂
ふ
る
も
の
、
此
二
表
〔
徳
川
氏
治
世
の
間
に
世
に
顕

は
れ
た
る
開
化
の
現
象
〕
を
熟
見
せ
ば
、
或
は
以
て
干
渉
保
護
の
迷
を
解

か
ん
歟
。（
②
103
）

　

江
戸
時
代
の
認
識
で
、
福
澤
諭
吉
が
そ
こ
に
「
権
力
の
偏
重

）
20
（

」
を
見
た
の
に

対
し
て
、
民
衆
の
文
化
に
目
を
向
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
開
化
の
担
い
手
で
あ

る
民
衆
の
力
を
認
め
た
こ
と
に
、
田
口
の
功
績
が
あ
っ
た
と
い
え
る

）
21
（

。

3
　

倫
理
の
情―

私
利
心

「
倫
理
の
情
」
の
起
源

　

「
養
成
の
地
」
を
根
拠
と
し
て
、「
保
生
避
死
」
を
人
の
天
性
と
捉
え
、「
貨

財
」＝「
富
」
を
生
み
出
す
力
を
「
人
民
」
に
求
め
た
田
口
は
、
そ
の
人
々
の
経

済
活
動
を
支
え
て
い
る
心
理
的
根
拠
を
一
般
論
と
し
て
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い

く
。

　

田
口
は
、「
善
悪
邪
正
の
考
」
を
「
倫
理
の
情
」（
②
31
）
と
定
義
す
る
。

　

人
は
幼
な
い
時
に
は
、「
善
悪
邪
正
」
を
識
別
す
る
心
が
未
発
達
で
、
草
木

禽
獣
に
対
す
る
よ
う
に
、
人
を
打
ち
倒
し
て
人
の
物
を
奪
っ
て
も
意
に
介
さ
な

い
。
こ
う
し
た
段
階
で
は
、
他
人
が
喜
ん
で
い
て
も
、
恐
れ
を
抱
い
て
い
て

も
、
心
に
は
何
も
感
じ
る
こ
と
は
な
く
、
こ
の
た
め
に
悦
ん
だ
り
、
懼
れ
た
り

す
る
こ
と
も
な
い
。「
然
れ
ど
も
心
に
快
と
し
悶
と
す
る
の
感
覚
は
天
性
に
存

す
る
を
以
て
、
他
人
の
己
に
加
ふ
る
所
業
に
於
て
、
一
々
夫
の
悶
と
快
と
の
二

感
を
覚
へ
ざ
る
を
得
ず
、《
生
を
保
つ
も
の
を
快
と
し
、
死
に
近
く
も
の
を
悶
と
す
、

故
に
余
は
保
生
避
死
を
以
て
人
の
天
性
と
為
す
、》」（
②
24
）

　

人
は
、
経
験
を
通
し
て
、
他
人
が
怒
り
喜
ぶ
の
は
偶
然
に
起
こ
る
の
で
は
な

く
、
つ
ね
に
自
分
が
他
人
に
与
え
る
こ
と
で
、
人
は
な
ぜ
怒
り
、
な
ぜ
喜
ぶ
の

か
、
し
き
り
に
他
人
の
顔
色
を
窺
い
、
こ
う
す
れ
ば
人
は
必
ず
喜
ぶ
と
判
別
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
人
間
は
私
利
を
計
る
心
が
極
め
て

鋭
く
、
他
人
の
憂
い
に
気
が
つ
か
ず
、
た
だ
自
分
の
所
有
だ
け
を
多
く
し
よ
う

と
競
い
、
い
ま
だ
人
を
喜
ば
す
こ
と
が
善
い
行
い
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
人

を
怒
ら
せ
る
こ
と
が
悪
い
行
い
で
あ
る
こ
と
に
は
気
が
つ
か
な
い
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
「
経
験
次
第
に
進
む
に
及
ん
で
、
其
私
利
を
計
る
亦
た
大
な
り
」、

衣
服
飲
食
も
華
美
を
望
み
、
父
母
兄
弟
も
恙
な
き
こ
と
を
願
い
、
親
族
朋
友
よ

り
見
も
知
ら
ぬ
他
人
ま
で
、
耳
目
に
触
れ
る
も
の
は
す
べ
て
浅
ま
し
い
状
態
に

な
ら
な
い
よ
う
に
と
願
い
、
極
め
て
憐
憫
な
状
態
を
見
れ
ば
、
自
ら
の
損
失
を
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も
顧
み
ず
救
お
う
と
す
る
、
憐
憫
な
有
様
を
見
て
心
を
悩
ま
す
こ
と
が
、
自
分

が
蒙
る
損
失
よ
り
も
大
き
い
と
思
う
に
至
る
。「
是
れ
倫
理
の
情
の
起
源
な
り
」

（
②
24
）。

　

人
は
、
自
己
の
生
命
を
保
つ
と
い
う
天
性
か
ら
、
自
己
の
快
楽
を
追
求
し
、

自
愛
か
ら
自
己
の
た
め
に
私
利
を
計
ろ
う
と
し
、
悦
び
と
怒
り
を
知
り
、
そ
の

中
で
人
は
、
さ
ら
に
他
人
に
対
す
る
憐
憫
の
情
を
得
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し

た
人
心
の
進
歩
が
「
倫
理
の
情
」
な
の
で
あ
る
。

「
倫
理
の
情
」
の
説―

「
善
」
と
「
悪
」

　

田
口
卯
吉
は
、
こ
の
よ
う
に
倫
理
の
情
の
起
源
を
説
明
し
て
か
ら
、
東
西
の

思
想
家
の
説
を
紹
介
し
、
自
説
を
展
開
し
て
い
く
。

　

ま
ず
、
孟
子
。

孟
子
曰
く
、
人
皆
な
人
に
忍
び
ざ
る
の
心
あ
り
、
今
ま
人
乍
ち
孺
子
の
将

に
井
に
入
ら
ん
と
す
る
を
見
る
と
き
は
、
皆
な

惕
惻
隠
の
心
あ
り
、
以

て
交
を
孺
子
の
父
母
に
内ネ

ゴ

ふ
所
に
非
る
也
、
以
て
誉
を
郷
党
朋
友
に
要
む

る
所
に
非
る
也
」（
②
24―

25
）、
と
。

　

人
の
不
幸
を
見
過
ご
す
こ
と
が
で
き
な
い
心
が
あ
る
。
幼
児
が
井
戸
の
落
ち

そ
う
に
な
っ
て
い
る
と
き
、
憐
れ
に
思
う
心
は
、
父
母
と
の
関
係
で
も
な
く
、

郷
里
の
人
か
ら
誉
め
ら
れ
よ
う
と
す
る
こ
と
か
ら
で
は
な
い
。こ
の
孟
子
の「
忍

び
ざ
る
の
心
」「

惕
惻
隠
の
心
」
と
い
う
性
善
説
と
し
て
有
名
な
言
葉
に
対

し
て
、
そ
れ
を
田
口
は
真
っ
向
か
ら
否
定
す
る
。

抑
も
人
に
忍
び
ざ
る
の
心
と
は
、
憐
れ
な
る
状
態
を
見
る
を
嫌
ふ
の
私
利

心
な
り
、
親
族
に
美
服
を
着
せ
し
め
ん
と
欲
す
る
は
、
自
ら
飾
ら
ん
と
欲

す
る
心
と
同
一
な
ら
ず
や
、《
孟
子
が
此
心
を
推
し
て
、
人
性
善
な
り
と
云

ふ
に
至
り
て
は
、
余
は
服
す
る
能
は
ず
、
何
と
な
れ
ば
悪
の
端
も
あ
る
べ
け
れ

ば
也
、》
さ
れ
ば
倫
理
の
情
は
成
長
せ
る
私
利
心
な
り
、（
②
25
）

　

田
口
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
一
般
論
と
し
て
、
経
験
が
進
ん
で
い
く
と
「
私

利
」
を
計
る
心
が
大
き
く
な
り
、
憐
れ
な
有
様
を
見
る
と
き
は
自
ら
の
損
失
も

顧
み
ず
救
お
う
と
す
る
よ
う
に
な
る
と
説
い
て
い
る
。「
忍
び
ざ
る
の
心
」
は
、

「
憐
れ
な
る
状
態
を
見
る
を
嫌
ふ
」
心
で
、
親
族
に
美
服
を
着
せ
よ
う
と
す
る

心
は
、「
自
ら
飾
ら
ん
と
欲
す
る
心
と
同
一
」
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
幼
児
期

に
は
善
悪
邪
正
を
考
え
な
か
っ
た
が
、
自
愛
の
心
が
成
長
し
は
じ
め
、
広
く
、

盛
ん
に
な
り
、
つ
い
に
他
人
を
憂
う
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
る
よ
う
に
な
る
。

だ
か
ら
、「
倫
理
の
情
は
成
長
せ
る
私
利
心
」
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
「
私
利
心
」
が
成
長
す
る
中
で
、
善
悪
の
考
え
が
擡
頭
し
て
く
る
。
他

人
に
損
失
を
与
え
て
自
分
を
利
す
る
こ
と
を
悪
業
と
し
、
自
分
が
損
失
を
蒙
り

な
が
ら
他
人
に
利
を
与
え
る
の
を
善
業
と
見
做
す
。
他
人
を
喜
ば
す
こ
と
が
善

で
、
他
人
を
怒
ら
せ
る
こ
と
が
悪
と
認
識
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
、「
倫
理

の
情
の
人
心
に
発
す
る
起
源
」（
②
25
）
な
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
勧
善
懲
悪
の
教
え
が
成
立
す
る
。
世
の
識
者
は
、他
人
を
利
す
る
、

自
分
を
利
す
る
こ
と
は
、
水
火
の
よ
う
に
相
容
れ
な
い
も
の
で
、
悪
を
制
す
る

心
を
良
心
、
善
を
制
す
る
心
を
情
欲
と
す
る
が
、
そ
れ
は
、
倫
理
の
情
を
私
利

心
と
同
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
の
だ
、
と
。

　

で
は
、
孟
子
に
対
抗
し
て
説
か
れ
た
荀
子
の
性
悪
説
は
受
け
入
れ
ら
れ
る

か
。
田
口
は
、
の
ち
に
共
存
同
衆
で
行
な
わ
れ
た
演
説
「
唯
有　

レ

我
）
22
（

」
で
、
こ

れ
を
も
同
一
の
論
理
で
否
定
す
る
。
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つ
ま
り
、「
善
悪
」
の
二
字
は
、
人
の
天
性
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
人
の

事
業
（
行
為
）
に
あ
る
も
の
で
も
な
く
、そ
の
事
業
が
他
人
と
の
間
で
の
「
利
」

と
「
害
」
に
よ
っ
て
、
発
成
す
る
も
の
で
、
他
人
に
対
す
る
害
が
「
悪
」、
利

が
「
善
」
と
な
る
に
す
ぎ
な
い
。
善
悪
の
二
字
は
、「
他
人
貶
賞
の
語
」
で
あ
っ

て
、
人
の
天
性
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

次
い
で
、
修
身
学
者
の
説
も
批
判
す
る
。
人
は
、
良
心
と
情
欲
で
成
り
立
っ

て
お
り
、
良
心
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
同
一
で
あ
る
が
、
情
欲
の
度
が
異
な
る
と

こ
ろ
か
ら
、
善
悪
の
行
為
が
発
成
す
る
と
い
う
。
一
人
の
人
物
の
中
に
相
容
れ

な
い
二
性
が
あ
る
わ
け
は
な
い
の
で
あ
る
、
と
。

「
倫
理
の
情
」
の
説―

「
後
天
性
」
と
「
幼
児
教
育
」

　

次
に
、
田
口
卯
吉
は
、「
倫
理
の
情
」
と
「
私
利
心
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

ジ
ョ
ン
・
ラ
ボ
ッ
ク
（John Lubbock

）
の
『
開
化
始
源
論

）
23
（

』
を
用
い
て
、
そ

こ
に
引
用
さ
れ
た
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
（H

erbert Spencer

）
の
説

と
、
そ
れ
に
対
す
る
ラ
ボ
ッ
ク
の
批
判
を
紹
介
し
て
、
さ
ら
に
持
論
を
展
開
す

る
。
ま
ず
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
説
に
つ
い
て
。
な
お
、
田
口
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
を

「
天

イ
ン
チ
ユ
イ
シ
ヨ
ニ
ス
ト

性
論
者
」
と
規
定
し
て
い
る

）
24
（

。

ヘ
ル
ベ
ル
ト
・
ス
ペ
ン
セ
ル
氏
曰
く
、
倫
理
の
情
は
度
々
の
経
験
を
積
で

変
性
せ
る
私
利
心
な
り
、
蓋
し
経
験
を
以
て
其
心
を
懲
戒
せ
し
む
る
と
き

は
、
其
神
経
の
構
造
を
変
性
せ
し
め
之
を
其
子
に
遺
伝
し
、
子
亦
た
之
に

経
験
を
加
へ
其
性
を
変
ぜ
し
め
其
孫
に
遺
伝
し
、
子
々
孫
々
如
此
く
に
し

て
、終
に
経
験
よ
り
来
ら
ざ
る
一
箇
独
立
の
稟
性
の
如
く
見
ゆ
る
に
至
り
、

一
人
の
私
利
心
の
経
験
に
基
か
ざ
る
が
如
き
念
と
成
れ
り
」
と
、《
度
々

の
経
験
に
人
を
救
ふ
こ
と
利
あ
り
し
が
為
め
に
、
子
孫
に
至
り
て
は
利
害
に
関

せ
ず
人
を
救
は
ん
と
の
心
あ
り
と
云
ふ
な
り
、》（
②
25
）

　

田
口
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
説
を
、
私
利
心
を
も
っ
て
倫
理
の
情
を
説
く
が
、

経
験
を
繰
り
返
す
中
で
子
々
孫
々
に
遺
伝
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
中
で
変
性
し
て

い
き
、
一
人
の
私
利
心
の
表
れ
で
は
な
く
、
無
意
識
の
う
ち
に
備
え
ら
れ
た
性

質
、天
性
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
し
、私
利
と
は
一
致
し
な
い
、と
纏
め
る
。

そ
し
て
こ
れ
を
批
判
す
る
に
あ
た
っ
て
、
今
度
は
、
ラ
ボ
ッ
ク
を
援
用
す
る
。

ジ
ヨ
ン
・
ル
ツ
ボ
ツ
ク
氏
之
を
駁
し
て
曰
、
父
祖
の
経
験
は
其
性
と
成
り

て
子
々
孫
々
に
遺
伝
し
、
其
勢
積
重
す
と
の
こ
と
は
左
も
あ
ら
ん
、
然
れ

ど
も
之
を
以
て
正
善
と
私
利
と
の
如
き
大
異
を
弁
明
す
る
こ
と
難
か
る
べ

し
、
経
験
如
何
に
積
重
し
た
れ
ば
と
て
、
私
利
を
以
て
正
善
と
思
は
し
む

る
に
は
至
ま
じ
、
正
善
を
為
す
は
人
の
義
務
な
り
徳
義
な
り
」
と
云
つ
て

教
を
立
つ
る
を
見
れ
ば
、
正
善
は
私
利
と
合
せ
ざ
る
あ
る
を
知
る
べ
し
、

若
し
正
善
常
に
私
利
に
合
せ
ば
、
何
ぞ
義
務
な
り
盛
徳
な
り
と
賞
賛
す
る

に
至
ら
ん
や
、
蓋
し
人
智
の
進
む
に
従
ひ
、
直
に
私
利
と
成
る
所
業
と
、

私
利
に
は
あ
ら
ね
ど
も
、
他
に
喜
ぶ
べ
き
こ
と
あ
る
が
為
め
に
為
す
所
業

と
の
二
種
あ
る
こ
と
を
悟
る
に
至
る
べ
し
、
是
れ
私
利
と
正
善
義
務
の
考

の
発
す
る
所
以
な
り
、
且
つ
正
善
の
考
は
遺
伝
の
性
よ
り
も
寧
ろ
幼
児
の

教
育
に
基
た
る
も
の
多
し
、故
に
余
は
乃
ち
教
則
は
正
善
の
起
源
に
し
て
、

私
利
は
之
を
計
る
の
尺
度
な
り
と
思
ふ
な
り
（
②
25―

26
）

　

ラ
ボ
ッ
ク
は
、
正
善
と
私
利
と
は
、
弁
別
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
正
善
は
、

遺
伝
と
し
て
蓄
積
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
教
則
＝
幼
児
教
育
に
あ
る

と
、
ス
ペ
ン
サ
ー
を
批
判
す
る
。
田
口
は
そ
れ
に
乗
っ
て
、
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右
ス
ペ
ン
セ
ル
氏
の
説
は
、
私
利
心
を
以
て
倫
理
の
情
を
説
き
明
か
さ
ん

と
し
た
れ
ど
も
、
人
に
忍
び
ざ
る
の
心
の
如
き
は
全
く
人
の
天
性
に
存
し

て
、
私
利
と
一
致
す
べ
か
ら
ざ
る
が
如
く
に
思
は
れ
し
か
ば
、
則
ち
父
祖

以
来
の
私
利
心
に
し
て
、
一
人
の
経
験
に
基
か
ず
と
云
つ
て
説
を
立
て
た

る
な
り
、
故
に
ル
ツ
ボ
ツ
ク
氏
の
駁
論
あ
る
に
至
り
し
な
り
、

と
い
う
。
し
か
し
、
さ
ら
に
田
口
は
、
次
の
よ
う
に
ラ
ボ
ッ
ク
の
教
則
論
に
も

満
足
し
て
い
な
い
。

又
た
ル
ツ
ボ
ツ
ク
氏
は
教
則
を
以
て
正
善
の
考
の
起
源
と
為
せ
り
、
抑

教
則
と
は
品
行
の
正
邪
を
判
断
す
る
世
論
な
り
、［
此
世
論
は
則
ち
社
会

の
人
其
利
益
を
害
せ
ら
れ
ざ
ら
ん
こ
と
を
欲
す
る
も
の
な
ら
ず
や
、］
余

亦
た
此
世
論
の
為
め
に
倫
理
の
情
増
進
す
べ
き
を
知
る
、
然
れ
ど
も
善
悪

邪
正
の
評
判
を
俟
て
、
而
し
て
人
皆
な
他
人
を
救
ふ
に
非
ら
ざ
る
な
り
、

其
心
見
る
に
忍
び
ざ
る
あ
る
が
為
め
な
り
。
抑

此
忍
び
ざ
る
の
心
は
何

ぞ
、
人
皆
な
其
所
有
物
を
愛
す
る
の
私
利
心
あ
り
。［
即
ち
親
族
兄
弟
朋

友
を
愛
す
る
の
心
あ
る
な
り
、］
夫
の
孝
や
悌
や
素
と
此
私
利
心
と
同
一

な
り
、
嗚
呼
人
類
の
脳
裏
、
豈
に
二
種
の
相
ひ
容
る
べ
か
ら
ざ
る
が
如
き

心
あ
ら
ん
や
、
皆
な
私
利
心
の
成
長
し
て
其
枝
葉
を
広
め
し
が
為
め
に
、

枝
葉
の
内
に
相
ひ
牴
牾
す
る
も
の
発
す
る
な
り
、
然
れ
ど
も
其
本
源
に
至

り
て
は
素
よ
り
一
根
よ
り
出
で
ず
ん
ば
あ
ら
ず
、
之
を
要
す
る
に
倫
理
の

情
は
私
利
心
の
枝
葉
な
り
、
善
悪
邪
正
の
考
は
世
人
の
評
判
を
得
て
而
し

て
後
に
発
す
る
も
の
な
り
、（
②
26
。［ 

］
は
『
全
集
』
に
あ
る
搜
入
文
）

　

こ
こ
で
議
論
さ
れ
て
い
る
ス
ペ
ン
サ
ー
と
ラ
ボ
ッ
ク
か
ら
の
引
用
で
は
、
田

口
は
、moral intuition

＝
倫
理
の
情
、utility

＝
私
利
、right / honesty

＝
正
善
、

virtue

＝
盛
徳
、authority

＝
教
則
と
訳
し
て
い
る
。

　

教
則
と
は
「
品
行
の
正
邪
を
判
断
す
る
世
論
」、
つ
ま
り
社
会
が
作
り
出
し

た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
そ
れ
な
り
に
「
倫
理
の
情
増
進
す
」
る
こ
と
も
あ
る

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
他
人
を
救
う
と
い
う
「
忍
び
ざ
る
の
心
」
が
湧
き
起
こ

る
の
は
、「
善
悪
邪
正
の
評
判
」
を
ま
っ
て
か
ら
で
は
な
い
。「
所
有
物
を
愛
す

る
の
私
利
心
」
が
成
長
し
て
「
忍
び
ざ
る
の
心
」
が
現
出
す
る
の
で
あ
る
。
善

と
は
行
な
う
人
の
利
と
な
る
も
の
で
は
な
く
受
け
る
人
に
利
と
な
り
、
悪
も
行

な
う
人
の
ほ
う
で
は
な
く
受
け
る
人
に
害
に
な
る
。
だ
か
ら
善
悪
の
教
は
社
会

の
評
判
に
発
す
る
も
の
で
、
利
害
得
失
の
他
人
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
。
人

は
、
商
人
を
善
人
と
は
い
わ
な
い
し
、
農
業
を
悪
業
と
は
評
さ
な
い
。
社
会
の

人
の
努
め
は
、
善
で
も
な
く
悪
で
も
な
く
、
善
と
も
悪
と
も
評
す
こ
と
の
で
き

な
い
所
業
に
あ
る
の
で
あ
る
。
他
に
与
え
る
行
為
は
受
け
る
側
に
利
と
な
る
、

た
と
え
受
け
な
い
と
し
て
も
、
受
け
る
可
能
性
は
あ
る
の
だ
か
ら
、
世
間
は
こ

れ
を
善
と
評
す
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
田
口
は
、「
人
に
忍
び
ざ
る
の
心
」
は
天
性
で
は
な
い
こ
と
を

強
調
し
、「
要
す
る
に
倫
理
の
情
は
私
利
心
の
枝
葉
」
と
結
論
づ
け
る
の
で
あ

る
。「

保
生
避
死
」
と
「
高
名
心
」

　

と
こ
ろ
で
、
田
口
卯
吉
は
、
武
士
の
擡
頭
か
ら
鎌
倉
政
権
の
登
場
と
展
開
を

述
べ
る
こ
の
巻
之
二
を
執
筆
す
る
に
当
た
っ
て
、
な
ぜ
、
こ
の
「
倫
理
の
情
」

に
関
す
る
「
序
論
」
を
挿
入
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

巻
之
一
の
末
尾
を
見
よ
う
。
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蓋
し
唐
制
を
摸

し
政
府
を
盛
大
に
し
、
事
な
き
に
官
吏
を
増
し
、
益
な

き
に
事
務
を
広
げ
給
ひ
し
か
ば
、
遊
惰
の
気
風
次
第
に
鬱
積
し
、
官
位
の

高
き
人
ほ
ど
国
事
に
関
与
せ
ず
し
て
、

堂
の
上
詩
歌
管
絃
の
戯
場
と
な

る
に
至
れ
り
。
嗚
呼
此
の
如
き
政
府
豈
に
能
く
久
し
か
ら
ん
や
、
此
の
如

き
帝
都
豈
に
能
く
政
権
の
地
た
ら
ん
や
、
其
東
国
に
移
る
、
蓋
し
一
二
の

庸
主
嗷
族
の
罪
に
帰
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
あ
ら
ん
　

（
②
23―

24
）

　

こ
の
よ
う
に
平
安
時
代
、
お
よ
び
最
初
の
武
家
政
権
で
あ
る
平
氏
政
権
の
崩

壊
を
総
括
し
た
。
神
教
政
府
に
変
わ
っ
て
、
唐
制
を
模
倣
し
た
政
府
、
そ
れ

を
倒
し
た
平
氏
も
そ
の
真
似
を
し
た
が
故
に
、
す
べ
て
が
奢
侈
に
流
れ
、
現
実

と
乖
離
す
る
に
い
た
っ
た
。
盛
大
な
政
府
は
不
要
な
歳
費
を
拠
出
し
、
官
吏
は

多
い
が
行
な
う
べ
き
事
務
は
少
な
く
、
学
者
は
い
て
も
人
民
と
は
釣
り
合
わ
な

い
、
こ
れ
こ
そ
、「
養
成
の
地
」
を
無
視
し
た
結
果
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
多
く

の
戦
乱
を
経
過
す
る
中
で
、
中
央
の
勢
力
は
減
退
し
、
変
わ
っ
て
諸
国
に
土
着

の
武
士
が
出
現
し
、
そ
の
地
の
人
民
に
と
っ
て
も
「
之
を
平
安
政
権
集
権
の
有

様
に
比
せ
ば
、
幾
何
ば
か
り
か
武
夫
の
幸
福
な
る
べ
し
、
且
つ
其
地
の
人
民
と

て
も
、
其
地
方
の
人
に
支
配
せ
ら
れ
ば
、
自
ら
苛
酷
の
苦
み
も
少
な
か
る
べ
き

乎
」（
②
30
）。
こ
う
な
れ
ば
当
然
、
中
央
集
権
的
な
「
郡
県
」
政
治
体
制
が
崩

壊
す
る
の
は
必
然
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
「
純
然
た
る
封
建
」
の
世
の
出
現
と
な

る
の
で
あ
る

）
25
（

。

　

で
は
、
こ
の
封
建
社
会
の
存
立
の
根
拠
は
何
で
あ
っ
た
か
。
そ
れ
は
、「
保

生
避
死
」
の
天
性
の
基
づ
く
「
私
利
心
」
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
こ

そ
、
田
口
は
、
平
安
か
ら
鎌
倉
へ
の
転
換
の
記
述
に
入
る
に
当
た
っ
て
、
あ
え

て
「
倫
理
の
情
」
を
理
論
的
に
考
察
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

武
夫
の
集
ま
る
も
の
は
、
或
は
催
促
に
応
じ
已
を
得
ず
し
て
従
ふ
も
の

か
、
或
は
私
利
を
計
り
て
集
り
た
る
者
た
る
を
以
て
、
戦
利
あ
ら
ざ
る
と

き
は
軍
勢
散
じ
て
敵
と
な
り
、
…
…
各
々
私
利
を
計
て
去
就
を
決
し
向
背

を
定
め
た
り
、
一
二
の
親
族
郎
党
に
非
ら
ざ
る
よ
り
は
、
未
だ
他
人
の
為

め
に
死
す
る
を
甘
ず
る
あ
ら
ざ
り
し
と
思
は
る
　

（
②
28
）

　

こ
う
し
た
武
士
は
、
そ
の
発
生
当
初
か
ら
御
恩
奉
公
に
よ
る
固
定
的
な
主
従

制
度
が
確
立
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
段
階
に
あ
っ
て
は
、
他

人
の
た
め
に
死
の
う
な
ど
と
は
い
ま
だ
考
え
て
い
な
い
。
し
か
し
、
名
を
あ
げ

て
、
う
ま
く
立
ち
回
ろ
う
と
い
う
考
え
が
起
こ
っ
て
、
生
命
を
失
う
も
の
も
出

現
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
が
、
ま
だ
死
が
義
務
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
源
氏
が
擡
頭
し
て
、
世
は
、「
純
然
た
る
封
建
」
社
会
と
な
っ
た
。

蓋
し
人
は
常
に
他
人
よ
り
勝
れ
た
る
事
業
を
為
さ
ん
と
す
る
の
心
あ
り
、

是
亦
た
生
を
保
た
ん
が
為
に
は
、
外
物
に
打
勝
つ
事
肝
要
な
れ
ば
是
心
起

る
な
り
。
…
…
是
蓋
し
栄
誉
を
望
み
恥
辱
を
避
く
る
の
心
に
し
て
、
高
名

心
《
武
功
に
の
み
限
り
て
言
ふ
》
の
起
源
亦
た
之
に
外
な
ら
ざ
る
な
り
。（
②

30―

31
）

　

こ
こ
に
至
っ
て
、「
高
名
心
」
が
問
題
と
な
る
。「
武
功
」
を
遂
げ
る
こ
と
こ

そ
、保
生
避
死
の
実
現
な
の
で
あ
る
。「
保
生
避
死
」
は
、「
命
を
守
る
」
→
「
快

を
得
る
」
→
「
楽
し
む
」
心
か
ら
、「
栄
誉
を
望
恥
辱
を
避
く
る
」
心
と
な
る

に
及
ん
で
い
っ
た
。

　

生
命
を
保
ち
資
産
を
守
る
た
め
に
行
な
っ
て
き
た
、
猛
獣
を
仕
留
め
た
り
、

敵
を
殺
す
こ
と
を
誇
っ
た
武
勇
は
、
武
功
に
よ
っ
て
抜
群
な
る
事
業
を
な
す
こ
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と
を
欲
し
て
、「
終
に
は
人
間
の
最
も
為
し
難
き
死
を
潔
く
し
て
、
高
名
を
得

ん
と
す
る
に
至
」
る
の
で
あ
り
、「
一
た
び
死
を
以
て
高
名
を
得
る
事
を
悟
り

て
よ
り
、
漸
々
此
風
俗
増
進
し
、
死
を
見
る
こ
と
帰
る
が
如
き
も
の
数
多
」（
②

31
）
顕
わ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
諸
国
の
武
士
は
、
一
族
の

も
と
に
子
々
孫
々
に
至
る
ま
で
、
そ
の
栄
辱
利
害
の
た
め
に
奔
走
す
る
集
団
を

結
成
し
、
家
人
郎
党
の
臣
僕
（
従
属
）
関
係
が
形
成
さ
れ
、「
高
名
心
」
を
巧

み
に
運
用
し
、
自
家
の
利
と
な
る
と
こ
ろ
に
栄
誉
を
与
え
、
害
が
あ
れ
ば
恥
辱

と
し
て
、
そ
の
勇
気
を
称
え
励
ま
し
て
い
っ
た
。「
源
家
の
為
に
死
す
る
は
、

其
社
会
に
於
て
最
も
栄
誉
あ
る
所
業
と
成
れ
り
」（
②
32
）。
そ
し
て
「
終
に
は

一
言
半
句
の
賞
詞
に
も
、
武
夫
を
し
て
死
を
甘
ぜ
し
む
る
に
至
」（
②
31
）
る

観
念
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
後
の
戦
国
時
代
に
至
る
ま
で
「
封

建
の
世
は
是
れ
奪
掠
の
世
界
」（
②
52
）
な
の
だ
か
ら
、
唯
々
諾
々
と
し
て
、

上
者
の
命
に
従
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
こ
れ
は
た
だ
、「
無
益
な
る
戦
争
に

人
命
と
財
産
と
を
糜
爛
し
て
、
徒
に
其
高
名
心
を
慰
め
ん
と
し
た
る
」
行
為
に

ほ
か
な
ら
な
い
（
②
53
）。
こ
の
よ
う
に
し
て
「
高
名
心
」
が
「
臣
従
」
の
原

理
と
な
る
に
及
ん
で
、
善
悪
邪
正
の
考
え
で
あ
る
「
倫
理
の
情
」
は
、「
忠
義
」

と
し
て
称
賛
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
②
31
）。

　

江
戸
時
代
に
お
い
て
も
、
こ
の
意
識
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

さ
れ
ば
徳
川
氏
の
時
に
あ
り
て
、
小
人
位
に
あ
る
の
弊
習
は
、
日
本
の
各

地
に
洽
ね
か
り
き
、
是
封
建
の
制
度
に
於
て
免
か
る
可
ら
ざ
る
の
弊
害
な

ら
ざ
る
を
得
ず
、
然
れ
ど
も
封
建
政
治
の
利
益
も
亦
た
時
々
顕
は
れ
た
り

き
、
抑
も
斯
る
姦
臣
の
其
私
欲
を
逞
く
せ
ん
と
欲
す
る
や
、
必
ず
忠
臣
義

士
の
其
宗
家
の
為
に
死
を
も
厭
は
ず
し
て
之
を
防
ぐ
も
の
あ
り
、
其
心
中

を
察
す
る
に
、
一
点
の
私
利
心
な
く
唯
だ
君
家
の
利
是
れ
重
ず
る
を
知
る

あ
る
の
み
、
蓋
し
人
の
天
性
は
自
愛
に
切
に
し
て
他
愛
に
疎
な
る
も
の
な

り
　

（
②
82
）

　

こ
れ
は
と
も
に
私
利
心
か
ら
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
の
だ
が
、
封
建
制
度
の
し
か
ら
し
む
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
死
後
の
栄
誉
を
望
む
心
は
、
霊
魂
不
死
の
説
に
迷
う
こ
と
か
ら
発

生
し
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
と
は
無
関
係
に
、
た
だ
生
前
の
事
業
を
抜
群
な

ら
し
め
ん
と
の
意
志
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
田
口
は
、「
嗚
呼
若

し
抜
群
な
る
事
業
を
為
さ
ん
が
為
に
其
生
命
を
捨
つ
べ
く
は
、
是
れ
人
間
の
為

め
に
事
業
を
為
す
に
あ
ら
ず
し
て
、
人
間
は
事
業
を
為
す
為
め
の
一
機
械
な
り

と
云
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
」（
②
31
）
と
、こ
う
し
た
行
為
を
批
判
す
る
の
で
あ
る
。

人
間
が
機
械
に
な
っ
た
と
き
、
そ
れ
は
、
自
立
的
人
間
に
よ
る
「
私
利
心
」
と

は
大
き
く
異
な
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
当
然
、
封
建
制
の
も
つ
主
従
関
係
、
従

属
関
係
の
否
定
に
繋
が
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
こ
と
は
、
ま
た
明
ら
か
で
あ
ろ

う
。

　

田
口
は
、
社
会
の
正
常
な
あ
り
方
を
、「
社
会
の
有
様
に
正
変
な
し
、
余
は

其
幸
福
最
も
多
き
を
以
て
仮
り
に
正
状
と
し
、其
他
を
変
状
と
す
」
と
定
義
し
、

そ
し
て
、

夫
れ
人
の
社
会
に
仲
間
入
す
る
も
の
は
素
と
其
便
を
得
て
一
生
を
快
楽
な

ら
し
め
ん
が
為
め
な
ら
ず
や
、
各
々
自
ら
其
利
を
計
り
て
労
作
し
害
を
他

に
及
ぼ
さ
ざ
れ
ば
其
事
已
ま
ん
の
み
、
素
と
よ
り
国
を
立
て
ず
何
ぞ
報
国

を
要
せ
ん
、
素
よ
り
君
臣
な
し
何
ぞ
忠
義
を
知
ら
ん
、
素
と
よ
り
君
統
な

し
何
ぞ
神
権
を
用
ひ
ん
、
人
々
善
を
為
さ
ず
人
々
悪
を
為
さ
ず
、
善
悪
邪
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正
の
教
長
く
跡
を
人
間
社
会
に
絶
た
ん
、
人
間
社
会
た
る
も
の
宜
し
く
此

の
如
く
な
る
べ
し
、
是
余
が
人
間
社
会
の
正
状
と
称
す
る
所
也
　

（
②
54
）

と
説
明
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
善
悪
邪
正
」
と
い
う
も
の
は
、
先
天
的
に
あ
る
も
の
で
は
な

く
、
の
ち
に
人
々
が
考
え
出
し
た
、
擬
制
の
概
念
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

お
わ
り
に

　

田
口
卯
吉
の
倫
理
観
の
根
底
に
あ
る
も
の
は
、
人
間
が
生
き
て
い
く
た
め
の

最
低
の
原
則
、
つ
ま
り
生
を
保
つ
こ
と
、
す
な
わ
ち
死
を
避
け
る
こ
と
、
こ
れ

が
「
人
の
天
性
の
保
生
避
死
」
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
追
求
す
る
毎
日
の
営
み
が

経
済
世
界
を
形
取
っ
て
い
く
の
で
あ
る
、
そ
の
人
の
活
動
の
牽
引
力
と
な
る
も

の
が
「
私
利
心
」
に
ほ
か
な
ら
ず
、し
か
も
そ
の
「
私
利
心
」
そ
の
も
の
に
は
、

善
も
悪
も
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
善
悪
の
判
断
は
、
ア
プ
リ
オ
リ
に

あ
る
の
で
は
な
く
、
社
会
が
決
定
す
る
。

　

田
口
卯
吉
は
、「
私
利
心
」
と
い
う
概
念
を
、
当
時
で
も
ま
だ
大
き
な
影
響

を
持
っ
て
い
た
儒
教
と
、
民
権
論
者
か
ら
反
民
権
論
者
に
至
る
ま
で
絶
大
な
影

響
を
与
え
た
ス
ペ
ン
サ
ー
へ
の
批
判
を
通
し
て
考
察
し
、“ utility”

に
「
私
利

心
」と
い
う
訳
語
を
当
て
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の「
私
利
心
」と
い
う
概
念
は
、

実
は
、『
国
富
論
』
を
通
し
て
獲
得
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
く
に
、『
国
富

論
』
の
第
一
篇
第
二
章
「
分
業
を
ひ
き
お
こ
す
原
理
に
つ
い
て
」
で
、
労
働
の

生
産
力
を
最
大
限
に
改
善
す
る
分
業
が
発
生
す
る
の
は
人
間
の
本
性
に
あ
る
交

易
、
交
換
の
性
向
に
よ
っ
て
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
利
己
心
」
に
基
づ
い
て
い
る

と
い
う
。
そ
の
人
間
の
本
性
で
あ
る
「
利
己
心
」
が
経
済
秩
序
を
形
成
し
、
人

間
自
身
が
境
遇
を
改
善
し
よ
う
と
す
る
性
向
と
な
り
、
経
済
の
進
歩
と
な
る
と

い
う
。
田
口
も
「
人
の
天
性
漸
く
分
業
の
勢
を
導
き
」「
職
業
に
分
配
せ
し
よ

り
各
自
の
製
作
す
る
処
愈
々
多
き
を
加
へ
、
漸
く
現
象
の
蓄
積
を
為
す
に
至
れ

り
。
此
を
現
象
の
富
と
云
ふ
」
と
い
い
、「
分
業
即
ち
手
分
け
は
交
易
の
起
源

な
り
」（
③
7―

8
）
と
し
て
、
さ
ら
に
「
一
人
の
利
害
が
経
済
世
界
の
利
害

と
一
致
す
」
る
と
、『
自
由
交
易
日
本
経
済
論
』
で
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、

ま
だ
「
私
利
心
」
そ
の
も
の
の
考
察
は
見
ら
れ
な
い
が
、
容
易
に
ア
ダ
ム
・
ス

ミ
ス
の
影
響
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
し
た
が
っ
て
、
田
口
卯
吉
の
「
私
利
心
」

の
肯
定
は
、
彼
の
経
済
理
論
の
核
を
な
す
も
の
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

一
八
八
四
年
（
明
治
一
七
）
～
一
八
八
八
年
（
明
治
二
一
）
に
か
け
て
刊
行

さ
れ
た
、
日
本
で
最
初
の
完
訳
本
、
田
口
卯
吉
の
右
腕
と
し
て
経
済
雑
誌
社

で
多
く
の
仕
事
を
し
て
い
た
石
川
暎
作
、
彼
の
死
後
受
け
継
い
だ
嵯
峨
正
作

に
よ
っ
て
訳
さ
れ
た
『
富
国
論
』
で
は
、
第
一
篇
第
二
章
に
出
て
く
る“self-

love”

を「
自
愛
心
」、“their ow

n advantage”

を「
此
輩
ノ
利
己
心

）
26
（

」、『
国
富
論
』

に
は
一
回
だ
け
出
て
く
る
第
五
篇
第
一
章
の“ self-interest”

を
「
私
利
ノ
情

）
27
（

」

と
訳
し
て
い
る
。
こ
の
訳
語
も
、
田
口
の
影
響
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

田
口
に
あ
っ
て
も
、「
自
愛
心
］
と
「
私
利
心
」、
あ
る
い
は
「
私
利
心
」「
自

利
心
」「
利
己
心
」
に
つ
い
て
、
厳
密
に
区
別
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。『
富

国
論
』
の
全
訳
が
完
結
し
た
直
後
の
一
八
八
八
年
七
月
に
書
か
れ
た
「
自
愛
及

他
愛
」（
③
158―

164
）
で
「
自
愛
を
以
て
人
性
固
有
の
も
の
と
信
ぜ
り
」
と
し
、

社
会
に
現
れ
る
諸
現
象
は
、「
皆
な
人
の
私
利
心
に
出
ざ
る
な
し
。
余
ハ
是
を

以
て
倫
理
の
問
題
に
於
て
は
自
愛
を
以
て
他
愛
よ
り
貴
重
す
べ
き
も
の
」
と
い
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い
、
慈
善
を
否
定
し
自
愛
に
基
づ
く
独
立
独
行
を
説
き
、「
他
愛
を
も
含
蓄
す

べ
き
自
愛
」
の
意
義
を
強
調
し
て
、『
日
本
開
化
小
史
』
の
「
倫
理
の
情
」
の

部
分
を
再
引
用
し
て
、「
分
業
」
と
「
私
利
心
］
の
関
係
を
述
べ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

田
口
の
こ
う
し
た
見
方
は
、
晩
年
に
至
る
ま
で
貫
か
れ
て
い
る
と
い
え
よ

う
。
そ
の
一
例
と
し
て
、一
八
九
七
年
（
明
治
三
〇
）
八
月
に
行
な
わ
れ
た
「
自

愛
）
28
（

」
と
題
す
る
演
説
だ
け
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

経
済
学
と
い
ふ
も
の
は
人
の
自
愛
心
、
自
利
心
、
自
ら
利
す
る
と
い
ふ
事

を
根
拠
に
し
て
立
つ
て
居
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
此
自
利
心
と
い
ふ
も
の

を
修
身
の
基
礎
と
ま
で
経
済
学
は
論
じ
な
い
が
、
経
済
上
に
現
は
れ
て
居

る
と
こ
ろ
の
総
て
の
現
象
に
は
、
人
が
自
分
を
利
す
る
と
い
ふ
事
が
根
拠

に
な
つ
て
居
り
ま
す
。
特
に
経
済
上
ば
か
り
で
は
な
い
、
社
会
上
に
於
て

も
自
利
心
と
い
ふ
事
を
基
礎
に
し
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
ひ
ま

す
。（
⑧
46
）

世
の
中
に
法
律
上
若
く
は
政
治
上
に
於
て
権
利
自
由
を
主
張
し
な
い
者
は

な
い
。
権
利
は
何
で
起
る
。
自
分
の
財
産
、
生
命
を
安
全
に
保
た
う
と
す

る
は
、
即
ち
利
己
自
愛
で
あ
る
でマ

マ

す
。

故
に
自
愛
利
己
は
人
事
の
基
礎
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。（
⑧
47
）

此
社
会
に
立
つ
て
人
々
の
宜
く
行
ふ
べ
き
所
は
、
独
立
独
行
し
て
、
而
し

て
其
自
愛
の
区
域
を
拡
張
す
る
こ
と
に
あ
る
と
思
ひ
ま
す
。（
⑧
52
）

　

こ
の
部
分
を
み
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
田
口
の
主
張
の
一
貫
性
を
知
る
こ
と
に

な
る
の
だ
が
、
し
か
し
、
保
護
政
策
を
徹
底
し
て
批
判
、
拒
否
す
る
こ
と
と
併

せ
て
、
こ
の
頃
工
場
法
を
含
め
て
、「
慈
善
」
の
も
つ
意
味
と
行
為
と
を
批
判

す
る
文
脈
の
中
に
位
置
づ
け
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。し
た
が
っ
て
こ
れ
を
、

本
稿
の
論
旨
に
添
う
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
援
用
し
て
論
じ
る
の
は
、
時

代
と
思
想
家
の
考
え
方
の
深
化
、
拡
張
、
変
化
を
無
視
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

田
口
が
思
索
し
た
「
時
間
」
を
限
定
し
て
扱
う
本
項
の
対
象
と
す
べ
き
で
は
な

い
こ
と
は
、
了
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

田
口
卯
吉
は
、
一
般
に
イ
ギ
リ
ス
の
功
利
主
義
の
影
響
を
受
け
た
と
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
は
、
田
口
が
ス
ペ
ン
サ
ー
や
ラ
ボ
ッ
ク
を
直
接
引
用
し
て
い
る
こ

と
か
ら
み
て
も
、
ま
た
、
私
が
田
口
か
ら
引
用
し
た
箇
所
に
も
、
J
・
S
・
ミ

ル
の
「
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
」
や
、
ス
ミ
ス
の
「
利
己
心
の
肯
定
」
な
ど
の

影
響
を
読
む
こ
と
は
で
き
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
田
口
が
受
容
し
た
学
問
的
影

響
に
つ
い
て
、
バ
ッ
ク
ル
や
ギ
ゾ
ー
を
含
め
た
検
討
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。

　

し
か
し
、
本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
比
較
作
業
は
行
な
わ
な
か
っ
た
。
そ
れ

は
、
私
の
そ
れ
ら
の
原
典
を
読
み
こ
な
す
語
学
力
の
欠
如
に
よ
る
が
、
田
口
自

身
、
そ
れ
ら
の
書
物
か
ら
の
単
な
る
翻
訳
、
孫
引
き
、
あ
る
い
は
適
用
に
よ
る

こ
と
な
く
、
日
本
の
実
情
、
す
な
わ
ち
維
新
の
大
転
換
に
よ
る
、
社
会
変
動
、

経
済
の
新
展
開
、
藩
閥
と
の
軋
轢
と
の
葛
藤
を
通
し
て
、
理
論
化
に
努
め
た
の

で
あ
る
か
ら
、
極
力
そ
こ
に
田
口
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
展
開
を
見
よ
う
と
し
た
た

め
で
あ
る

）
29
（

。

　

ま
た
、
田
口
卯
吉
の
社
会
倫
理
に
関
す
る
叙
述
を
抽
出
す
る
こ
と
に
焦
点
を

絞
っ
た
の
は
、
田
口
卯
吉
自
身
、
も
ち
ろ
ん
倫
理
学
者
で
は
な
い
が
、
経
済
学

の
基
礎
、
あ
る
い
は
歴
史
叙
述
の
中
に
は
、
当
然
人
間
が
扱
わ
れ
る
も
の
で
あ

る
以
上
、
人
の
行
動
原
理
に
関
す
る
考
察
を
必
然
化
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
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た
め
、
ひ
と
ま
ず
、「
私
利
心
」
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か
を
問
題
に
し

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
、
田
口
の
経
済
学
、
経
済
政
策
、
さ
ら
に
は
歴

史
叙
述
の
中
に
ど
の
よ
う
な
痕
跡
を
残
し
た
か
、
残
し
続
け
た
か
を
考
え
る
糸

口
に
し
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

註
（
1
）
　

田
口
卯
吉
の
主
要
な
伝
記
に
は
、
以
下
の
も
の
を
参
照
。
塩
島
仁
吉
編
『
鼎
軒
田

口
先
生
伝
』
経
済
雑
誌
社
（
一
九
一
二
年
）、
田
口
親
『
田
口
卯
吉
』〔
人
物
叢
書
〕

吉
川
弘
文
館
（
二
〇
〇
〇
年
）。

　
　
　

ま
た
、
田
口
卯
吉
の
著
作
の
大
半
は
、
鼎
軒
田
口
卯
吉
全
集
刊
行
会
編
『
鼎
軒
田

口
卯
吉
全
集
』
全
八
巻
、
鼎
軒
田
口
卯
吉
全
集
刊
行
会
、
一
九
二
七―

二
九
年
（
復

刻
版
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。『
全
集
』
か
ら
の
引

用
個
所
は
、
巻
数
と
頁
数
を
（
①
15
）
の
よ
う
に
表
記
し
て
お
く
。
な
お
、『
日
本

開
化
小
史
』
の
引
用
は
、
よ
り
原
本
に
近
い
体
裁
の
、
大
久
保
利
謙
編
『
田
口
鼎
軒

集
』
明
治
文
学
全
集
一
四
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
七
年
、
に
よ
っ
た
が
、
便
宜
的
に

『
全
集
』
の
頁
を
記
し
て
お
く
。

（
2
）
　

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
「
田
口
卯
吉
文
書
」
に
は
、
表
題
の
な
い
茶
表
紙
が
付
け

ら
れ
た
和
綴
本
の
田
口
卯
吉
の
草
稿
が
あ
る
。
そ
れ
は
、『
全
集
』
に
収
録
す
る
に

当
た
っ
て
「
自
叙
伝
」
と
題
さ
れ
た
。「
我
は
ゝ
の
世
に
い
ま
せ
し
様
を
思
ひ
見
れ

ば
胸
さ
く
る
心
地
す
め
り
」
に
始
ま
り
、「
斯
く
も
速
に
世
を
去
り
玉
は
ん
と
知
ら

ば
」
と
母
の
死
を
悼
み
、「
抑
も
我
母
の
一
生
は
誠
に
不
幸
に
お
は
せ
し
か
な
」
と

回
顧
し
て
い
き
、
後
半
で
よ
う
や
く
自
ら
の
生
い
立
ち
を
述
べ
は
じ
め
、
一
八
八
三

年
（
明
治
十
六
）
一
月
、
二
九
歳
で
東
京
株
式
取
引
所
肝
煎
に
な
る
と
こ
ろ
で
、「
纔

に
休
息
す
る
を
得
た
り
」
と
筆
を
擱
く
。
こ
の
年
の
九
月
二
日
、
母
町
子
は
受
洗
し

て
、
下
谷
教
会
員
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
一
八
八
九
年
（
明
治
二
十
二
）
十
二
月

十
五
日
に
六
二
歳
で
死
去
す
る
ま
で
が
母
に
と
っ
て
の
「
休
息
」
の
日
々
で
あ
っ
た

ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
草
稿
は
、
田
口
卯
吉
の
「
自
叙
伝
」
と
す
る
こ
と
は
不

適
当
で
、
む
し
ろ
、
卯
吉
ら
を
苦
労
し
て
育
て
て
く
れ
た
母
へ
の
「
哀
悼
文
」
と
見

る
べ
き
で
は
な
い
か
。
大
久
保
編
前
掲
書
で
は
、「〔
自
叙
伝
〕」
と
、
仮
題
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
表
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

引
用
は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
草
稿
か
ら
直
接
翻
刻
し
た
が
、
便
宜
的
に
『
全

集
』
の
頁
を
記
し
て
お
く
。

（
3
）
　

永
原
和
子
「
解
題
」、
稲
垣
敏
子
・
堤
洋
子
編
「
木
村
熊
二
・
鐙
子
関
係
年
譜
」『
木

村
熊
二
・
鐙
子
往
復
書
簡
』
東
京
女
子
大
学
比
較
文
化
研
究
所
、
一
九
九
三
年
。

（
4
）
　

沼
津
兵
学
校
は
、
一
八
六
八
年
（
明
治
元
）
十
二
月
、
静
岡
に
封
じ
ら
れ
た
徳
川

宗
家
が
開
校
し
た
徳
川
家
兵
学
校
で
、
旧
幕
府
の
書
籍
、
器
械
と
、
人
材
を
移
し
、

選
抜
さ
れ
た
静
岡
藩
士
の
子
弟
や
他
藩
か
ら
の
留
学
生
に
兵
学
と
洋
学
を
教
育
し

た
。
西
周
が
頭
取
に
就
任
し
た
。
翌
年
八
月
、
沼
津
兵
学
校
に
改
称
。
附
属
小
学
校

は
、
庶
民
に
も
開
放
さ
れ
、
素
読
、
手
習
、
算
術
、
地
理
、
体
操
、
剣
術
、
乗
馬
、

水
泳
、
講
釈
聴
聞
が
教
授
さ
れ
た
。
試
験
に
及
第
す
る
と
、
兵
学
校
の
資
業
生
と
な

り
、
四
年
で
基
礎
学
科
で
あ
る
、
外
国
語
、
書
史
講
論
、
数
学
、
機
械
学
、
図
画
と
、

乗
馬
、
鉄
砲
打
方
、
操
練
等
兵
学
を
学
ぶ
。
学
資
と
し
て
月
四
両
が
下
付
さ
れ
た
。

一
八
七
一
年
（
明
治
四
）
九
月
に
、
廃
藩
置
県
に
よ
り
、
兵
部
省
に
接
収
。
米
山
梅

吉
『
幕
末
西
洋
文
化
と
沼
津
兵
学
校
』
一
九
三
四
年
。

（
5
）
　

一
人
扶
持
は
、
一
人
一
日
米
五
合
が
支
給
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
か
ら
、
一

年
三
六
五
日
で
三
石
六
斗
で
あ
る
。
福
沢
諭
吉
『
旧
藩
情
』
に
よ
れ
ば
、「
二
人
扶

持
と
は
一
箇
月
に
玄
米
三
斗
な
り
。
夫
婦
に
三
人
の
子
供
あ
れ
ば
一
日
少
な
く
も
白

米
一
升
五
合
よ
り
二
升
は
入
用
」
で
あ
っ
た
（
慶
應
義
塾
編
『
福
澤
諭
吉
全
集
』
第

七
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
九
年
）。

（
6
）
　

大
蔵
省
翻
訳
局
は
、
大
蔵
大
輔
井
上
馨
と
三
等
出
仕
渋
沢
栄
一
に
よ
っ
て
、
翻

訳
・
調
査
に
加
え
て
、
人
材
養
成
機
関
を
付
設
す
る
計
画
が
立
て
ら
れ
、
九
月
二
日
、

浜
町
に
開
設
さ
れ
た
。
教
授
陣
に
は
、
局
長
尺
振
八
、
共
立
学
舎
に
い
た
須
藤
時
一

郎
（
英
語
）、
吉
田
賢
輔
（
儒
学
・
洋
書
）、
前
静
岡
学
問
所
英
学
主
任
乙
骨
太
郎
乙

（
英
語
）、
元
沼
津
兵
学
校
生
徒
生
島
準
（
数
学
）
ら
が
い
た
。
翻
訳
局
に
は
、
共
立

学
舎
で
出
会
っ
た
鬼
頭
悌
二
郎
の
姿
も
あ
っ
た
。
生
徒
は
、
英
語
と
算
術
の
試
験
で

三
〇
人
が
選
抜
さ
れ
、
上
等
・
中
等
・
下
等
に
分
け
ら
れ
、
等
級
に
応
じ
て
六
円
・

四
円
・
二
円
が
支
給
さ
れ
、
寄
宿
制
が
採
ら
れ
た
。
修
学
期
間
は
四
年
、
修
了
後
は

任
官
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
授
業
内
容
は
、
読
書
、
数
学
、
通
弁
、
簿
記
で
あ
っ
た
。
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一
八
七
三
年
五
月
、
井
上
馨
・
渋
沢
栄
一
が
免
官
に
な
り
、
翻
訳
局
の
職
掌
も
洋
書

翻
訳
に
限
定
さ
れ
、

摩
出
身
の
得
能
良
介
が
紙
幣
寮
頭
に
就
任
す
る
と
、
翻
訳
局

は
廃
止
に
追
い
こ
ま
れ
た
。
鈴
木
栄
樹
「
開
化
政
策
と
翻
訳
・
洋
学
教
育―

大
蔵

省
翻
訳
局
と
尺
振
八
・
共
立
学
舎―

」、
山
本
四
郎
編
『
近
代
日
本
の
政
党
と
官

僚
』
東
京
創
元
社
、
一
九
九
一
年
。

（
7
）
　

「
木
村
熊
二
宛
書
簡
」
明
治
六
年
三
月
十
二
日
付
。（
⑧
590
）

（
8
）
　

田
口
卯
吉
「
大
蔵
省
翻
訳
局
の
学
生
」『
教
育
時
論
』
六
三
五
号
、
一
九
〇
二
年

十
二
月
、
一
六
頁
。

（
9
）
　

「
木
村
熊
二
宛
書
簡
」
明
治
七
年
七
月
十
九
日
付
。（
⑧
594―

595
）

（
10
）
　

こ
の
刊
行
の
順
序
に
注
目
し
て
、
内
田
義
彦
は
、「『
自
由
交
易
日
本
経
済
論
』
は
、

…
…
『
日
本
開
化
小
史
』
で
展
開
し
た
史
観
を
適
用
し
て
分
析
し
た
」
と
、
卯
吉

の
最
初
の
著
作
『
日
本
開
化
小
史
』
に
展
開
さ
れ
る
「
史
観
」
の
意
義
を
強
調
し
た

（「
対
談
　

鼎
軒
田
口
卯
吉
を
考
え
る―
田
口
卯
吉
の
現
代
的
意
義
」『
内
田
義
彦

著
作
集
』
第
五
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
、
三
五
九
頁
）。
田
口
卯
吉
の
「
史

観
」
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
る
と
、
意
味
の
あ
る
議
論
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
が
、

刊
行
順
と
は
逆
に
、
執
筆
の
順
序
は
、『
自
由
交
易
日
本
経
済
論
』
の
完
成
の
方
が
、

八
ヶ
月
ほ
ど
早
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
こ
の
論
は
成
り
立
た
な
い
。
す
で
に
松
野
尾
裕

氏
は
、
両
書
の
執
筆
開
始
と
刊
行
ま
で
の
経
過
を
整
理
し
な
が
ら
内
田
の
誤
り
を
論

証
し
、「
田
口
は
、『
自
由
交
易
日
本
経
済
論
』
の
執
筆
に
よ
っ
て
、
維
新
政
権
樹
立

以
後
の
現
実
社
会
に
お
け
る
自
己
の
思
想
的
・
実
践
的
立
場
が
自
分
の
な
か
で
確
固

た
る
も
の
と
し
て
意
識
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
次
い
で
、
そ
の
思
想
的
・
実
践
的
立

場
を
日
本
の
歴
史
の
大
き
な
流
れ
の
な
か
に
正
当
に
位
置
付
け
る
べ
く
歴
史
を
再
解

釈
し
よ
う
と
し
た
の
が
、『
日
本
開
化
小
史
』
を
執
筆
す
る
動
機
で
あ
っ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
松
野
尾
裕
『
田
口
卯
吉
と
経
済
学
協
会―

啓

蒙
時
代
の
経
済
学
』
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
九
六
年
、
四
五―

七
頁
。
初
出
、「
田

口
卯
吉
論
序
説
」『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
四
五
巻
第
三
号
、
一
九
九
二
年
一
月
）。

　
　
　

内
田
の
指
摘
は
、
執
筆
順
と
い
う
点
で
は
誤
り
と
い
う
ほ
か
な
い
が
、
両
書
を
関

連
づ
け
て
問
題
と
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
意
義
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
わ
た

し
の
い
う
、「
最
初
の
著
作
」
と
し
て
。

（
11
）
　

卯
吉
は
、
一
八
七
七
年
（
明
治
十
）
年
一
月
十
一
日
の
紙
幣
寮
廃
止
に
よ
り
、
一

月
十
五
日
に
大
蔵
省
御
用
掛
、
判
任
官
心
得
と
な
っ
た
。
四
月
二
十
日
付
の
鐙
子
の

木
村
熊
二
宛
書
簡
に
は
「
当
年
早
春
ニ
政
府
大
地
震
ニ
て
、
役
人
は
過
半
御
免
ニ
相

成
候
得
共
、
…
…
月
給
ハ
…
…
卯
吉
も
十
円
へ
り
申
候
」（
前
掲
『
木
村
熊
二
・
鐙

子
往
復
書
簡
』
一
六
四―

五
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
暮
ら
し
向
き
は
悪
化
し
て
い
っ

た
。
そ
の
上
に
、
前
年
十
二
月
に
結
婚
し
た
妻
の
千
代
が
懐
妊
し
た
（
一
八
七
八
年

二
月
二
十
四
日
に
長
男
文
太
誕
生
）。

（
12
）
　

こ
の
と
き
陸
奥
は
、一
八
七
五
年
（
明
治
八
）
に
開
設
さ
れ
た
元
老
院
の
幹
事
で
、

島
田
も
元
老
院
大
書
記
生
の
地
位
に
あ
っ
た
。
元
老
院
は
、
大
阪
会
議
の
結
果
、
板

垣
退
助
と
木
戸
孝
允
を
政
府
に
復
帰
さ
せ
よ
う
と
し
た
大
久
保
利
通
の
妥
協
の
産

物
と
し
て
開
設
さ
れ
た
も
の
で
、
国
憲
按
の
作
成
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
徐
々

に
立
憲
政
体
樹
立
の
方
向
性
は
薄
く
な
り
、
大
久
保
の
権
力
の
増
強
、
板
垣
、
後

藤
象
二
郎
の
再
下
野
と
と
も
に
、
陸
奥
は
孤
立
感
を
募
ら
せ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、

一
八
七
七
年
二
月
、
西
南
戦
争
が
始
ま
る
と
、
立
志
社
の
一
部
と
政
府
転
覆
計
画
に

荷
担
し
て
い
っ
た
。
四
月
に
大
阪
に
行
っ
た
が
、
五
月
に
父
宗
広
の
死
に
よ
る
忌
み

の
期
間
が
あ
り
、
八
月
か
ら
十
二
月
の
元
老
院
の
会
議
に
は
出
席
し
て
い
る
か
ら
、

お
そ
ら
く
こ
の
期
間
に
島
田
の
依
頼
を
受
け
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

（
13
）
　

一
八
七
八
年
（
明
治
一
一
）
十
月
三
十
一
日
、
官
を
辞
し
て
、
著
述
と
翻
訳
に
専

念
す
る
こ
と
に
な
り
、
翌
一
八
七
九
年
一
月
か
ら
、
大
蔵
省
銀
行
課
長
岩
崎
小
二
郎
、

第
一
国
立
銀
行
頭
取
渋
沢
栄
一
の
援
助
を
受
け
て
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
な
る
『
東
京

経
済
雑
誌
』
の
発
行
を
は
じ
め
る
。
経
済
学
、
経
済
政
策
を
提
言
す
る
言
論
活
動
、

嚶
鳴
社
、
自
由
党
へ
の
参
加
を
は
じ
め
自
由
民
権
運
動
へ
の
荷
担
、
区
会
議
員
、
府

会
議
員
、
衆
議
院
議
員
な
ど
の
政
治
活
動
、
東
京
株
式
取
引
所
肝
煎
、
鉄
道
会
社
社

長
な
ど
の
実
業
活
動
、
歴
史
叙
述
お
よ
び
『
史
海
』、『
群
書
類
従
』『
国
史
大
系
』、

『
大
日
本
人
名
辞
典
』
な
ど
の
歴
史
編
纂
物
の
刊
行
、
南
洋
渡
航
と
、
極
め
て
多
彩

な
活
動
を
展
開
し
て
い
く
。

（
14
）
　

日
本
大
学
法
学
部
蔵
。
杉
原
四
郎
・
岡
田
和
喜
編
『
田
口
卯
吉
と
東
京
経
済
雑

誌
』
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
九
五
年
、「
口
絵
」
に
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
15
）
　

共
存
同
衆
は
、
ロ
ン
ド
ン
に
留
学
し
て
い
た
小
野
梓
と
馬
場
辰
猪
と
が
、
留
学
生

の
藩
意
識
を
払
拭
さ
せ
る
目
的
で
結
成
し
た
日
本
人
学
生
会
を
モ
デ
ル
に
、
先
に
帰

国
し
た
小
野
が
組
織
し
た
も
の
で
、
小
野
が
官
吏
と
し
て
多
忙
を
極
め
て
い
く
中
、
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帰
国
し
た
馬
場
が
小
野
の
片
腕
と
な
っ
て
活
動
を
支
え
て
い
っ
た
。
共
存
同
衆
衆
館

で
共
存
同
衆
講
談
会
が
定
期
的
に
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
田
口
も
常
会
の
メ

ン
バ
ー
に
選
出
さ
れ
た
（『
馬
場
辰
猪
全
集
』
第
四
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
）。

（
16
）
　

『
日
本
開
化
小
史
』
第
三
章
の
冒
頭
部
分
は
、
こ
れ
ま
で
展
開
し
て
き
た
、
神
教

政
治
の
成
立
か
ら
仏
教
の
勝
利
、
唐
制
の
模
倣
、
平
安
朝
の
有
様
を
経
て
、
東
国
政

権
、
封
建
制
度
の
成
立
に
入
る
に
際
し
て
、
人
の
天
性
と
し
て
の
保
生
避
死
と
、
そ

こ
に
成
立
す
る
私
利
心
に
基
づ
く
倫
理
の
情
に
つ
い
て
一
般
論
と
し
て
展
開
さ
れ
て

い
る
。
と
く
に
表
題
は
付
さ
れ
て
な
い
が
、
一
字
下
げ
の
独
立
し
た
展
開
が
な
さ
れ

て
い
る
部
分
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
、
の
ち
に
、『
共
存
雑
誌
』
第
六
一
号
に
、
田

口
卯
吉

「
倫
理
の
情
」
と
し
て
ほ
ぼ
全
文
が
再
録
さ
れ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、

田
口
卯
吉
に
と
っ
て
、
独
立
論
文
と
し
て
も
通
用
す
る
自
信
を
持
っ
た
持
論
と
見
做

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
部
分
を
「
倫
理
の
情
」
論
文
と
呼
ぶ
こ
と

に
す
る
。

（
17
）
　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
分
析
は
、
伊
藤
彌
彦
「
田
口
卯
吉
の
政
治
思
想
」『
同
志

社
法
学
』
第
一
三
三
・
一
三
九
号
、
一
九
六
四
年
九
月
・
一
九
七
一
年
三
月
、
同
志

社
法
学
会
、
が
最
初
で
あ
る
。伊
藤
氏
は
、
福
沢
諭
吉
が
い
う
旧
来
の
「
漢
学
者
流
」

の
精
神
構
造
と
変
わ
ら
な
い
「
洋
学
者
流
」
に
代
わ
る
「
改
革
者
流
」
に
ふ
さ
わ
し

い
実
践
人
と
し
て
田
口
卯
吉
を
取
り
上
げ
、
そ
の
人
間
観
、
社
会
観
に
注
目
し
て
、

価
値
の
根
本
範
疇
と
し
て
「
保
生
避
死
」「
平
民
社
会
」
を
、
思
考
の
根
本
範
疇
と

し
て「
法
則
観
」か
ら
、そ
の
政
治
思
想
を
解
明
し
よ
う
と
し
た
意
欲
的
研
究
で
あ
る
。

特
に
、
福
澤
諭
吉
（
お
よ
び
西
周
、
津
田
真
道
ら
）
と
の
対
比
的
考
察
は
わ
た
し
に

と
っ
て
は
示
唆
的
で
あ
り
、
別
稿
を
期
し
た
い
。
次
い
で
近
年
、
河
野
有
理
「
田
口

卯
吉
の
夢―

「
郡
県
」
の
商
業
と
「
自
愛
」
の
秩
序―

」（『
国
家
学
会
雑
誌
』

第
一
一
九
巻
第
三
・
四
号
、
二
〇
〇
六
年
四
月
）
が
あ
る
。
河
野
氏
は
、
田
口
卯
吉

の
政
治
思
想
を
対
象
と
し
な
が
ら
、
経
済
思
想
、
倫
理
思
想
ま
で
射
程
に
入
れ
て

い
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
範
囲
を
大
き
く
超
え
て
、
明
治
時
代
の
「
郡
県
」・「
封

建
」思
想
を
多
角
的
に
考
察
し
た
優
れ
た
論
文
で
あ
る
。
本
稿
と
の
関
連
で
い
え
ば
、

ス
ペ
ン
サ
ー
と
ラ
ボ
ッ
ク
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
大
で
あ
っ

た
。

（
18
）
　

「
養
成
の
地
」
と
い
う
遣
い
方
は
、
田
口
以
外
に
は
あ
ま
り
聞
き
慣
れ
な
い
用
語

で
あ
る
。
ま
ず
、「
養
成
」
の
意
味
を
確
認
し
て
お
こ
う
。「
養
成
」
と
は
、『
日
本

国
語
大
辞
典
』
は
、「
や
し
な
い
育
て
る
こ
と
」、「
教
え
導
い
て
成
長
さ
せ
る
こ
と
」

と
定
義
し
て
、
明
治
時
代
の
遣
わ
れ
方
を
三
例
を
挙
げ
る
。
一
は
、
一
八
七
〇
年

（
明
治
三
）、
中
村
敬
宇
が
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ス
マ
イ
ル
ズ
の
『
西
国
立
志
篇
』
で
「
人

は
自
己
の
身
を
以
て
第
一
の
幇
手
と
為
す
べ
し
」
で
、「
祖
宗
の
遺
す
所
の
嘉
言
善

行
に
よ
り
て
、
甄
陶
養
成
せ
ら
る
る
事
な
り
」
と
「
形
づ
く
ら
れ
る
」
と
い
う
意

味
に
こ
の
語
を
用
い
て
訳
し
て
い
る
。
二
は
、
一
八
八
五―

八
六
年
（
明
治
一
八

―

一
九
）、
坪
内
逍
遙
の
『
当
世
書
生
気
質
』
九
で
「
ア
ム
ビ
シ
ョ
ン
を
養
成
す
る

と
い
ふ
利
益
も
あ
る
か
ら
」。
三
は
、
一
九
〇
六
年
（
明
治
三
九
）、
夏
目
漱
石
の

『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
で
、「
こ
ん
な
卑
劣
な
根
性
は
封
建
時
代
か
ら
、
養
成
し
た
此
土

地
の
習
慣
な
ん
だ
か
ら
」と
。
こ
の
例
か
ら
す
る
と
、『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』の「
封
建
」「
土

地
」と
絡
め
て
話
す
言
葉
に
、
田
口
の
用
法
に
近
い
使
い
方
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　

典
拠
と
な
る
中
国
語
の
例
で
は
、
諸
橋
轍
次
『
漢
和
大
辞
典
』
は
、「
や
し
な
ひ

な
す
」「
や
い
な
ひ
そ
だ
て
る
」「
や
し
な
ひ
つ
く
る
」
と
し
、『
呂
覧
』
本
生
に
「
二

曰
、
始
生　

レ

之
者
天
也
、
養
成　

レ

之
者
人
也
」、『
漢
書
』
食
貨
志
上
に
「
財
者
、
帝
王

所　

下

以
聚　

レ

人
守　

レ

位
、
養　

二

成
羣
生　

一

、
奉　

二

順
天
徳　

一

、
治　

レ

国
安　

上 　
レ

民
之
本
也
」
を
あ

げ
る
。

（
19
）
　

「
養
成
の
地
」
に
つ
い
て
の
理
解
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
伊
藤
彌
彦
氏
は
、「
進
化

論
的
に
み
た
環
境
に
対
す
る
適
者
生
存
の
歴
史
的
決
済
手
段
」
と
纏
め
て
い
る
。
伊

藤
前
掲
論
文
（
上
）
二
六
頁
。
ま
た
、
大
島
真
理
夫
氏
は
、「
い
わ
ゆ
る
要
素
賦
存

で
あ
る
が
、
も
う
少
し
広
く
各
国
の
自
然
資
源
・
気
候
の
違
い
、
社
会
制
度
の
違
い

な
ど
も
含
ん
で
、
総
じ
て
、
あ
る
国
の
供
給
を
規
定
す
る
諸
要
因
と
い
う
べ
き
概
念

で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。「
田
口
卯
吉
の
外
国
貿
易
論
に
つ
い
て
」『
経
済
学
雑
誌
』

大
阪
市
立
大
学
経
済
学
会
、
第
一
〇
〇
巻
第
三
号
、
一
九
九
九
年
一
二
月
、
七
一
頁
。

（
20
）
　

福
澤
諭
吉
『
文
明
論
之
概
略
』、
第
九
章
「
日
本
文
明
の
由
来
」（『
福
澤
諭
吉
全

集
』
第
四
巻
）。

（
21
）
　

津
田
左
右
吉
「
福
澤
・
西
・
田
口―

そ
の
思
想
に
関
す
る
一
考
察―

」『
福

澤
研
究
』
一
九
五
一
年
十
一
月
、『
文
学
に
現
は
れ
た
る
国
民
思
想
の
研
究
』
五
、

附
録
四
に
収
録
、『
津
田
左
右
吉
全
集
』
第
八
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
四
年
）。
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（
22
）
　

「
唯
有　

レ

我
」『
共
存
雑
誌
』
第
廿
二
号
、
一
八
七
九
年
（
明
治
十
二
）
五
月

二
十
一
日
、
二―

三
頁
。
こ
れ
は
、『
全
集
』
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

（
23
）
　

John L
ubbock, T

he O
rigin of C

ivilisation and the P
rim

itive C
ondition of 

M
an, L

ongm
ans, G

reen, 1870, p. 270― 274.

　
　
　

な
お
、
ラ
ボ
ッ
ク
は
、A

lexander B
ain, M

ental and M
oral Science, L

ongm
ans, 

G
reen, 1868

か
ら
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
J
・
S
・
ミ
ル
宛
書
簡
を
孫
引
き
し
て
い
る
。

こ
の
引
用
の
仕
方
を
め
ぐ
る
ラ
ボ
ッ
ク
と
ス
ペ
ン
サ
ー
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
河

野
前
掲
論
文
の
注
（
129
）
を
参
照
。
ラ
ボ
ッ
ク
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
か
ら
の
引
用
を
、

4th ed. 1882

で
一
部
を
、5th ed. 1889

以
降
で
は
大
幅
な
削
除
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
ミ
ル
宛
書
簡
は
、H

erbert Spencer, T
he Principles of E

thics, 1879

で
ス
ペ

ン
サ
ー
自
ら
引
用
し
て
い
る
。
同
書
の
第
一
部
は
、
英
国
、
波
、
斯
辺
鎖
氏
著
／
大

日
本
山
口
松
五
郎
訳
述
『
道
徳
之
原
理
　

完
』
一
八
八
三
年
、
と
し
て
翻
訳
出
版
さ

れ
た
。

（
24
）
　

「
唯
有　

レ

我
」、
前
掲
書
、
三
頁
。

（
25
）
　

田
口
卯
吉
は
、
歴
史
を
「
郡
県
」
と
「
封
建
」
と
の
対
立
の
中
で
捉
え
、
明
治
の
「
郡

県
」
へ
の
以
降
を
必
然
と
す
る
が
、
す
べ
て
の
「
郡
県
」
を
是
と
す
る
わ
け
で
は
な

く
、「
郡
県
」
と
「
封
建
」
の
移
行
の
中
に
歴
史
の
発
展
過
程
（
＝
開
化
）
を
叙
述
す
る
。

田
口
は
、
こ
れ
を
割
註
で
、「
郡
県
と
封
建
と
を
較
ぶ
る
と
き
は
、
封
建
こ
そ
弊
害

多
か
ら
め
、
然
れ
ど
も
中
央
集
権
の
甚
し
き
郡
県
な
ら
ん
よ
り
は
、
封
建
は
利
あ
る

事
な
り
、
何
と
な
れ
ば
地
方
の
俊
傑
は
其
土
地
の
政
務
を
得
て
甘
ず
る
所
あ
れ
ば
な

り
、
抑

内
治
の
調
は
ざ
る
は
、
古
来
政
務
を
人
民
に
与
へ
ざ
る
に
出
づ
る
も
の
多

し
」（
②
30
）、
さ
ら
に
、
出
現
し
た
鎌
倉
政
府
に
つ
い
て
は
、「
之
を
郡
県
に
復
し

た
れ
ば
と
て
、
旧
時
の
如
く
な
ら
ん
に
は
、
余
は
寧
ろ
封
建
を
取
る
な
り
、
何
と
な

れ
ば
地
方
の
政
務
を
地
方
の
人
民
に
委
す
れ
ば
な
り
」（
②
34
）
と
論
じ
て
い
る
。

　
　
　

こ
の
点
か
ら
、
松
野
尾
裕
氏
は
、「
田
口
は
、「
平
安
政
府
」
に
お
け
る
郡
県―

中

央
集
権
社
会
と
「
鎌
倉
政
府
」
の
封
建―

地
方
分
権
社
会
と
を
対
比
し
て
、
後
者
の

優
良
さ
」
を
説
く
と
し
て
、
割
註
部
分
を
引
用
し
、「「
鎌
倉
政
府
」
は
、
か
つ
て
の

「
神
教
政
府
」
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、「
廉
な
る
政
府
」
で
あ
」
り
、「
地
方
分

権
と
租
税
軽
減
と
に
よ
っ
て
、
統
治
の
安
定
と
民
間
産
業
の
自
生
的
発
達
と
を
う
な

が
し
た
」
と
し
、「
田
口
は
、
こ
う
し
た
「
廉
な
る
政
府
」
の
も
と
に
あ
っ
て
こ
そ
、

民
間
に
お
け
る
文
化
の
開
化
が
あ
り
得
る
の
だ
と
い
う
考
え
を
示
し
、
そ
し
て
、
こ

の
考
え
を
『
日
本
開
化
小
史
』
の
叙
述
全
体
の
基
底
に
つ
ら
ぬ
い
て
い
た
の
で
あ
る
」

と
評
価
す
る
（
松
野
尾
前
掲
書
、
五
七―

五
八
頁
）。

（
26
）
　

英
国
亜
当
斯
密
氏
著
／
日
本
尺
振
八
先
生
閲
／
同
石
川
暎
作
訳
『
富
国
論
』
第
一

巻
、
経
済
雑
誌
社
、
一
八
八
四
年
、
二
七
頁
。

（
27
）
　

英
国
ア
ダ
ム
、
ス
ミ
ス
氏
著
／
日
本
石
川
暎
作
／
嵯
峨
正
作
分
訳
『
富
国
論
』
第

三
巻
、
経
済
雑
誌
社
、
一
八
八
八
年
、
二
二
六
頁
。

（
28
）
　

先
進
学
院
第
四
回
卒
業
式
で
の
記
念
講
演
と
し
て
行
な
わ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、「
私

利
心
」
で
は
な
く
、「
自
利
心
」
が
用
い
ら
れ
、「
自
愛
」
と
「
利
己
」
と
が
対
の
関

係
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
29
）
　

田
口
が
影
響
を
受
け
た
、
あ
る
い
は
参
考
に
し
た
欧
米
の
学
者
は
か
な
り
の
人
数

に
上
る
。
そ
し
て
、
そ
の
影
響
に
関
し
て
は
、
い
ず
れ
も
大
雑
把
に
言
及
す
る
程

度
で
あ
っ
た
。
近
年
よ
う
や
く
、
そ
の
影
響
に
つ
い
て
の
研
究
が
展
開
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。
一
般
に
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
中
で
、

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
派
経
済
学
と
の
関
係
を
考
察
し
た
熊
谷
次
郎
氏
の
研
究
は
画
期

的
な
も
の
で
あ
っ
た
（『
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
派
経
済
思
想
史
研
究
』
日
本
経
済
評
論

社
、
一
九
九
一
年
、
な
ど
）。
本
稿
と
の
関
連
で
い
え
ば
、
和
田
強
氏
が
、「『
東
京

経
済
雑
誌
』
上
に
展
開
さ
れ
た
社
会
・
労
働
問
題
論
争
」（
杉
原
・
岡
田
編
、
前
掲

書
）
の
第
二
節
「
ス
ミ
ス
的
近
代
市
民
論
の
日
本
へ
の
適
用―

『
日
本
開
化
小
史
』

か
ら
社
会
・
労
働
問
題
へ―

」
で
、
ス
ミ
ス
の
「
利
己
心
」
を
通
し
て
、
二
人
の

人
間
像
が
重
ね
合
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
程
度
に
過
ぎ
な
い
。
そ
う

し
た
意
味
で
も
、
福
澤
諭
吉
研
究
の
進
展
と
は
比
ぶ
べ
く
も
な
く
（
例
え
ば
、
最
近

再
刊
さ
れ
た
伊
藤
正
雄
『
現
代
語
訳
　

文
明
論
之
概
略
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
〇
年
、
の
伊
藤
正
雄
の
評
注
と
、
新
た
に
附
さ
れ
た
安
西
敏
三
に
の
研
究
の

成
果
で
あ
る
「
補
注
」
を
見
よ
）、
田
口
卯
吉
研
究
は
、
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〔
付
記
〕

　
　
　

わ
た
し
は
、
日
本
経
済
思
想
史
研
究
会
が
企
画
し
た
シ
リ
ー
ズ
「
評
伝
　

日
本
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の
経
済
思
想
」
の
一
冊
と
し
て
、『
田
口
卯
吉
』
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。
本
稿
は
、

そ
こ
で
は
展
開
し
き
れ
な
い
が
、
田
口
卯
吉
に
と
っ
て
は
極
め
て
重
要
な
意
義
を
有

す
る
部
分
を
纏
め
て
お
く
こ
と
と
し
た
。
こ
の
た
め
、
田
口
の
詳
し
い
伝
記
や
全
体

的
な
評
価
は
、「
評
伝
」
に
譲
る
こ
と
と
し
た
。

　
　
　

な
お
、
わ
た
し
は
、
二
〇
〇
八
年
と
二
〇
一
〇
年
度
に
、
南
山
大
学
大
学
院
国
際

地
域
文
化
研
究
科
の
「
近
代
日
本
歴
史
社
会
研
究
」
で
、『
日
本
開
化
小
史
』
を
読

む
機
会
を
も
っ
た
。
参
加
さ
れ
た
木
村
萌
、
地
頭
綾
香
、
藤
井
康
輔
、
三
輪
春
奈
、

岡
田
守
正
、
鈴
木
彩
加
、
内
山
智
敬
の
諸
君
の
議
論
か
ら
大
い
に
啓
発
さ
れ
た
。
そ

の
幾
分
か
が
本
稿
に
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
、
ラ
ボ
ッ

ク
か
ら
の
訳
語
に
つ
い
て
は
、H

elln B
allhatchet

氏
の
教
示
を
得
た
。
記
し
て
感

謝
す
る
。


